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β
清
戦
争
は
日
本
の
大
陸
国
家
化
の
第
一
歩
で
あ
る
と
と
も
に
極
東
の
帝
国
主
義
的
分
割
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
清
戦
争

と
そ
の
後
の
分
割
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
不
可
避
と
す
る
状
況
（
日
本
政
府
の
対
清
武
力
対
決
方
針
の
決
定
・
列
強
の
極
東
に
対
す
る
外
圧
の
強
化
）
が

一
八
八
○
年
代
中
期
ま
で
に
朝
鮮
問
題
を
焦
点
と
し
て
形
成
さ
れ
た
、
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
本
稿
は
か
か
る
通
説
の
再
検
討
の
試
み
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
壬
午
事
変
後
よ
り
甲
申
事
変
の
勃
発
、
天
津
条
約
を
経
て
巨
文
島
事
件
下
の
朝
鮮
弁
法
八
ケ
条
に
至
る
一
八
八
○
年
代
前
半
の
朝
鮮
問
題
の
展

開
を
検
討
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
論
は
、
一
、
当
時
の
日
本
政
府
の
朝
鮮
政
策
は
単
一
で
は
な
く
、
そ
の
主
流
で
あ
る
長
州
派
（
井
上
馨
・
伊
藤
博
文
・
山
県

有
朋
ら
）
は
朝
鮮
支
配
の
た
め
の
対
清
武
力
対
決
方
針
を
基
本
的
外
交
方
針
と
し
て
い
な
か
っ
た
、
ご
、
清
・
日
両
国
の
列
強
へ
の
対
抗
力
は
こ
の
時
期

む
し
ろ
強
化
さ
れ
て
い
た
、
三
、
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
、
日
清
戦
争
、
極
東
の
帝
国
主
義
的
分
割
の
開
始
を
不
可
避
と
す
る
状
況
は
存
在
し
て
い
な
か
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へ

っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
日
清
戦
争
前
の
日
本
国
家
の
進
路
の
多
様
な
可
能
性
を
示
す
と
と
も
に
日
清
戦
争
と
い
う
選
択
の
持

つ
決
定
的
な
重
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
寺
［
巻
六
号
　
【
九
八
八
年
＝
月

は
　
じ
　
め
　
に

日
清
占
霧
隠
争
に
・
ぞ
果
は
台
湾
に
架
朝
鮮
南
藩
論
し
の
一
部
を
政
治
的
笠
配
す
・
大
陸
國
家
・
な
・
発
呆
醐

の
こ
の
大
陸
国
家
化
の
過
程
は
、
極
東
に
お
け
る
帝
国
主
義
的
分
割
競
争
の
開
始
と
深
化
の
不
可
欠
の
一
環
を
な
し
て
い
た
。
そ
し
て
日
露
戦
　
2
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後
、
大
陸
版
図
の
維
持
又
は
拡
大
へ
の
頑
な
な
執
着
が
戦
前
期
日
本
国
家
の
癒
疾
と
な
り
、
そ
れ
が
他
の
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
抑
圧
の
原
因
と
な

る
と
と
も
に
つ
い
に
は
自
ら
を
破
滅
に
導
い
た
の
は
周
知
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
大
陸
国
家
化
は
日
本
の
近
代
化
に
と
っ
て
不
可
避
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
陸
国
家
化
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
の
は
、
日
清

戦
争
の
強
引
な
開
戦
と
な
っ
て
爆
発
し
た
朝
鮮
支
配
へ
の
欲
望
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
右
の
疑
問
は
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
形
で
問
い
直
す

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
に
、
朝
鮮
侵
略
の
志
向
は
、
近
代
化
を
担
っ
て
い
た
日
本
の
政
治
勢
力
に
と
っ
て
根
本
的
な
外
交
方
針
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ

を
志
向
し
な
い
有
力
な
政
治
勢
力
は
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
、
第
二
に
、
当
時
の
極
東
に
お
け
る
国
際
情
勢
（
そ
の
中
心
は
列
強
の
外
圧
）
は
日

本
の
朝
鮮
侵
略
一
帝
国
主
義
化
を
不
可
避
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
で
あ
る
。

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
の
研
究
を
見
る
。
遅
く
と
も
一
八
八
二
年
の
壬
午
事
変
後
の
対
清
軍
備
拡
張
の
決
定
か
ら
一
八
八
五
年
の
天
津
条
約
の

時
期
ま
で
に
、
必
要
な
ら
ば
武
力
に
訴
え
て
で
も
朝
鮮
の
政
治
的
支
配
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
方
針
が
、
明
治
政
府
一
藩
閥
勢
力
の
根
本
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

外
交
方
針
一
国
是
と
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
そ
の
一
般
的
な
認
識
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
藩
閥
勢
力
に
対
抗
す
る
自
由
民
権
運
動
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

壬
午
・
甲
申
事
変
の
時
期
よ
り
国
権
論
に
傾
斜
し
、
朝
鮮
侵
略
方
針
に
つ
い
て
は
藩
閥
勢
力
と
一
致
し
た
と
す
る
の
が
通
説
と
見
て
よ
い
だ
ろ

、
つ
。

　
近
代
的
国
民
国
家
の
形
成
が
絶
対
的
課
題
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
そ
れ
を
担
う
政
治
勢
力
（
藩
閥
勢
力
と
民
権
運
動
）

が
と
も
に
朝
鮮
侵
略
を
基
本
的
外
交
方
針
と
す
る
こ
と
で
一
致
し
て
い
た
と
い
う
認
識
は
、
日
本
近
代
化
の
裏
側
の
負
の
側
面
の
非
常
な
重
さ

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
へ
の
自
省
を
導
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
、
近
代
化
と
い
う
課
題
の
達
成
を
図
る
上
で
他
の
道
の
現
実
的
な
可

能
性
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
そ
れ
は
意
味
す
る
以
上
、
一
種
の
宿
命
感
を
生
み
だ
す
余
地
も
持
っ
て
い
よ
う
。

　
次
に
日
清
戦
争
に
至
る
極
東
情
勢
の
研
究
を
見
る
。
西
欧
列
強
の
強
大
な
圧
力
の
下
、
一
九
世
紀
中
・
後
期
の
東
ア
ジ
ア
は
、
植
民
地
と
な

る
か
植
民
地
所
有
国
と
な
る
か
二
者
択
一
の
選
択
し
か
な
い
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
像
が
一
般
的
に
広
く
存
在
し
て
い
る
。
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③

こ
れ
に
対
し
遠
山
茂
樹
氏
は
、
一
八
六
〇
年
代
よ
り
外
圧
は
低
下
し
、
こ
の
た
め
二
者
択
一
で
は
な
い
民
族
国
家
形
成
の
第
三
の
道
の
可
能
性

が
生
じ
た
と
主
張
し
た
。
し
か
し
そ
の
氏
に
お
い
て
も
一
八
八
四
年
の
清
仏
戦
争
以
降
は
外
圧
が
再
び
高
ま
り
二
者
択
一
の
状
況
が
成
立
し
た

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
帝
国
主
義
段
階
前
夜
の
一
八
八
○
年
代
中
期
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
二
者
択
一
的
状
況
の
存
在
と
い
う
考
え
は
歴
史
家
に
お
い

て
も
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
か
か
る
認
識
に
た
て
ば
、
日
本
の
大
陸
国
家
化
は
道
義
的
に
は
悪
で
あ
っ
て
も
、
自
立
の
達
成
の
た
め
に
は
や
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
え
な
い
不
可
避
の
道
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
に
導
か
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
日
清
戦
争
、
ま
た
は
極
東
に
お
け
る
帝
国
主
義
的
分
割
を
不
可
避
と
す
る
状
況
が
、
一
八
八
○

年
代
中
期
に
は
形
成
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
か
か
る
見
解
は
事
実
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
れ
を
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
一
八
八
○
年
代
前
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
日
本
の
朝
鮮
政
策
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
朝
鮮
政
策
の
研
究
で
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
田
保
橋
潔
『
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
』
上
・
下
（
一
九
四
〇
刊
．
一
九
六
三

復
刊
・
文
化
資
料
調
査
会
、
以
下
、
『
田
』
と
略
記
）
で
あ
る
。
同
書
の
行
っ
た
基
本
資
料
の
提
示
・
事
実
の
確
定
、
そ
れ
に
基
づ
く
薯
実
な
分
析
は
、

以
後
の
研
究
の
基
礎
を
作
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
朝
鮮
政
策
の
全
過
程
の
一
貫
し
た
実
証
的
研
究
と
い
う
点
に
お
い
て
、
若
干
の
修

正
を
加
え
ら
れ
た
が
、
現
在
で
も
最
高
峰
の
地
位
を
し
め
て
い
る
。
田
保
橋
氏
の
研
究
を
ふ
ま
え
戦
後
、
山
辺
健
太
郎
・
彰
沢
周
・
中
塚
明
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

藤
村
道
生
・
芝
原
拓
自
ら
諸
氏
の
研
究
が
現
わ
れ
た
。
戦
後
の
研
究
は
、
戦
前
に
お
い
て
公
然
と
示
し
え
な
か
っ
た
日
本
の
朝
鮮
政
策
の
侵
略

性
を
暴
露
・
批
判
す
る
こ
と
を
共
通
の
特
徴
と
し
た
上
で
、
各
女
独
自
の
意
味
付
け
を
行
う
と
と
も
に
実
証
面
で
も
前
進
が
行
わ
れ
た
。

　
本
稿
は
先
の
課
題
を
は
た
す
た
め
右
の
研
究
史
を
持
つ
こ
の
分
野
に
以
下
の
視
角
よ
り
検
討
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
日
本
政
府
を
一
枚
岩
と
せ
ず
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
勢
力
の
次
元
ま
で
下
り
て
そ
の
朝
鮮
政
策
の
展
開
と
性
格
を
見
よ
う
と
す
る
政

治
史
的
視
角
。
こ
れ
に
つ
い
て
田
保
橋
氏
は
、
甲
申
事
変
処
理
の
た
め
の
対
面
交
渉
方
針
決
定
過
程
に
お
け
る
政
府
内
の
意
見
対
立
の
存
在
を
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指
摘
し
て
い
る
（
『
田
』
上
、
一
〇
七
五
～
七
八
頁
）
が
、
そ
の
対
立
は
い
か
な
る
勢
力
間
の
も
の
か
・
い
か
な
る
政
策
方
針
に
基
づ
い
て
い
る
の
　
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
・
そ
の
対
立
は
朝
鮮
政
策
を
い
か
に
規
定
し
た
か
な
ど
よ
り
深
い
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
戦
後
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2

の
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
権
力
集
団
内
の
対
抗
は
ほ
と
ん
ど
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
先
に
述
べ
た
朝
鮮
侵
略
方
針
の
国
是

化
（
藩
閥
勢
力
の
一
致
）
と
い
う
認
識
の
反
映
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
私
は
こ
の
時
期
、
権
力
集
団
内
に
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
有
意
の
対
立
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
お
り
、
右
の
視
角
に
よ
り
こ
の
こ
と
を
本
稿
の
中
で
検
証
し
た
い
。

　
第
二
は
国
際
関
係
史
的
視
角
。
こ
の
視
角
よ
り
の
検
討
を
行
う
の
は
、
外
交
過
程
が
諸
国
間
の
相
互
作
用
よ
り
な
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
一

国
か
ら
の
分
析
で
は
そ
の
国
自
身
の
外
交
政
策
の
展
開
を
も
把
え
え
な
い
と
い
う
一
般
的
な
理
由
と
と
も
に
、
一
八
八
○
年
代
中
期
に
お
け
る

極
東
情
勢
に
つ
い
て
の
先
に
あ
げ
た
歴
史
像
の
再
検
討
の
意
図
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
国
際
関
係
史
的
視
角
よ
り
の
分
析
は
、
朝
鮮
・
清

の
一
次
資
料
を
駆
使
し
た
田
保
橋
氏
の
著
作
の
特
に
卓
越
し
た
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
後
に
お
い
て
は
、
山
辺
氏
の
金
玉
均
に
つ
い
て
の
資

料
批
輝
驚
の
日
仏
関
係
の
分
馳
藁
氏
の
霧
派
の
対
外
肇
の
通
史
的
瓢
な
ど
研
究
の
深
化
が
図
ら
れ
て
い
る
・
最
適
の
研

究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
清
の
動
向
に
つ
い
て
よ
り
微
視
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
従
来
、
具
体
的
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
甲
申
事
変
以
後

　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
イ
ギ
リ
ス
の
動
き
を
検
討
す
る
こ
と
で
右
の
課
題
達
成
の
た
め
の
基
礎
作
業
の
い
く
ら
か
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
王
章
に
お
い
て
は
、
壬
午
事
変
よ
り
、
甲
申
事
変
の
善
後
措
置
に
つ
い
て
の
対
清
交
渉
方
針
が
確

定
し
た
一
八
八
五
年
二
月
ま
で
の
日
本
の
朝
鮮
政
策
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
亘
章
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
清
の
対
日
方
針
を
検
討
し
た
上

で
天
津
に
お
け
る
日
清
交
渉
を
分
析
す
る
。
第
皿
章
は
、
巨
文
島
事
件
以
後
の
日
本
の
朝
鮮
政
策
を
扱
う
。
そ
し
て
終
章
で
は
、
日
清
戦
争
の

不
可
素
性
の
検
討
と
い
う
本
稿
の
課
題
に
そ
っ
て
第
二
章
ま
で
の
内
容
を
整
理
す
る
と
と
も
に
新
た
な
論
点
の
提
示
を
行
う
。
な
お
第
一
章
の

内
容
は
、
別
稿
「
形
成
期
明
治
国
家
と
朝
鮮
問
題
」
（
『
史
学
雑
誌
』
掲
載
予
定
、
号
数
未
定
）
で
詳
述
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
要
旨
の
み
を
記
す
。

　
　
（
付
記
）
　
本
稿
は
頻
出
資
料
を
以
下
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
市
川
正
明
編
『
日
韓
外
交
史
料
』
3
（
一
九
六
六
刊
・
一
九
七
七
復
刊
・
原
書
房
）
は
『
日
韓
』
、

　
　
『
清
季
中
日
韓
関
係
史
料
』
（
一
九
七
二
・
台
北
・
中
央
研
究
院
近
代
史
料
研
究
所
）
は
『
中
日
韓
』
、
『
清
光
緒
論
中
日
交
渉
史
料
』
全
四
四
冊
（
一
九
三
二
）



は
『
光
緒
』
冊
数
、
『
李
文
忠
公
全
書
』
全
一
六
六
冊
（
一
九
〇
八
）
は
『
李
全
書
』
冊
数
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
は
司
○
分
類
番
号
（
な
お
閃
9
一
メ

蒔
①
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、
局
ρ
膳
8
は
東
洋
文
庫
蔵
、
と
も
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
。
な
お
資
料
引
用
に
あ
た
り
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
ま

た
引
用
文
中
の
傍
点
・
（
）
・
イ
タ
リ
ッ
ク
体
へ
の
変
更
は
す
べ
て
高
橋
に
よ
る
。
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①
　
対
語
武
力
侵
略
方
針
の
国
是
化
の
時
期
を
壬
午
事
変
後
の
紬
織
軍
拡
決
定
の
段

　
階
に
見
る
代
表
的
研
究
は
、
芝
原
拓
自
『
日
本
近
代
化
の
世
界
史
的
位
置
』
（
一
九

　
八
一
・
岩
波
書
店
）
第
四
章
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
説
に
は
明
治
初
年
以
来
と
す

　
る
中
塚
明
『
日
清
戦
争
の
研
究
』
（
一
九
六
八
・
青
木
書
店
）
序
章
、
一
八
八
○
、

　
一
年
の
琉
球
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
紺
立
に
画
期
を
お
く
藤
村
道
生
「
琉
球
分
島
交

　
渉
と
対
ア
ジ
ア
政
策
の
転
換
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
鷲
・
一
九
七
一
1
6
）
、
　
…
八

　
八
五
年
一
〇
月
頃
と
す
る
津
田
多
賀
子
二
八
八
○
年
代
に
お
け
る
日
本
政
府
の

　
東
ア
ジ
ア
政
策
展
開
と
列
強
」
（
『
史
学
雑
誌
駈
9
1
1
1
2
、
…
九
ハ
ニ
ー
1
2
）
等
が

　
あ
る
。

②
中
塚
前
掲
轡
、
序
章
・
芝
原
前
掲
書
、
第
四
章
等
。

③
　
遠
山
「
東
ア
ジ
ア
歴
史
像
の
検
討
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
捌
・
一
九
六
三
1
1
0
）
。

④
例
え
ば
戦
後
歴
史
学
界
に
お
け
る
帝
国
主
義
研
究
の
先
導
者
で
、
こ
れ
に
お
け

　
る
民
族
問
題
の
重
要
性
を
逸
早
く
提
起
し
て
い
た
江
口
朴
郎
氏
で
さ
え
、
帝
国
主

　
義
国
か
埴
民
地
か
と
い
う
二
者
択
一
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
を
と
る
と
、
極

　
東
の
憲
兵
と
な
る
こ
と
で
不
平
等
条
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
玉
露
戦
争
ま
で
の
日
本

　
の
歩
み
は
、
そ
の
選
択
に
つ
い
て
の
ぎ
り
ぎ
り
の
解
決
の
仕
方
で
あ
っ
た
と
評
価

　
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
（
江
口
『
日
本
の
歴
史
』
3
2
・
一
九
七
六
・
小
学
館
、

　
四
二
～
五
二
頁
）
。

⑤
　
な
お
一
八
八
四
年
以
降
、
二
者
択
一
的
状
況
が
成
立
し
た
と
す
る
遠
山
氏
の
見

　
解
に
対
し
て
は
、
す
で
に
芝
原
氏
が
鋭
い
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
芝
原
氏
は
、
遠

　
島
島
の
国
際
情
勢
分
析
の
方
法
を
、
外
圧
の
把
握
に
つ
い
て
は
機
械
的
で
あ
り
そ

　
の
具
体
的
あ
り
方
に
お
い
て
把
え
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
外
圧
の
規
定
性
を
エ
カ

　
的
に
強
調
し
そ
れ
へ
の
被
圧
迫
民
族
の
主
体
的
対
応
の
重
要
性
を
軽
視
し
て
い
る

　
こ
と
で
批
判
す
る
、
そ
し
て
外
圧
の
具
体
的
あ
り
方
と
主
体
的
対
応
の
如
何
に
よ

　
っ
て
は
帝
国
主
義
の
時
代
に
お
い
て
さ
え
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
族
運
動
の
成
功
と

　
い
う
二
者
択
一
で
は
な
い
第
三
の
道
の
存
在
の
余
地
が
あ
り
え
る
と
し
た
（
芝
原

　
前
掲
書
、
第
五
章
一
i
1
）
。

　
　
二
者
択
一
的
掘
握
に
諒
す
る
か
か
る
氏
の
批
判
は
妥
当
な
も
の
と
私
は
考
え
る
。

　
も
ち
ろ
ん
第
三
の
道
の
有
無
は
、
〃
も
し
”
の
領
域
に
属
す
る
問
題
で
あ
り
、
決

　
定
的
な
論
証
は
あ
り
え
な
い
が
、
今
後
の
研
究
の
中
で
、
外
圧
の
実
体
が
具
体
的

　
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
と
極
東
諸
民
族
の
力
量
を
比
較
し
て
行
く
作
業
（
例
え

　
ぽ
杉
山
伸
也
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
外
圧
」
の
構
造
」
〔
『
歴
史
学
研
究
』
　
九

　
八
六
年
度
大
会
特
集
号
〕
な
ど
）
が
進
ん
で
行
く
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
主
張
の
説

　
得
性
は
高
ま
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
作
業
の
一
つ
と
な
る
こ
と
が
本
稿

　
の
意
図
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
た
だ
し
芝
原
氏
の
極
東
情
勢
に
つ
い
て
の
具
体
的
把
握
に
つ
い
て
は
私
は
必
ず

　
し
も
賛
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
芝
原
氏
は
、
遠
山
氏
と
等
し
く
、
一
八
八
○
年

　
代
前
半
に
お
い
て
帝
騒
主
義
的
分
割
を
不
可
避
と
す
る
憐
況
が
極
東
に
形
成
さ
れ

　
た
と
し
て
い
る
（
芝
原
「
爽
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
」
、
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史

　
研
究
会
編
『
講
座
日
本
史
』
8
・
一
九
八
五
・
東
京
大
学
出
版
会
、
三
六
、
七
頁
、

　
前
掲
書
、
四
四
一
～
畷
頁
。
た
だ
し
芝
原
氏
は
呂
本
の
主
体
的
対
応
H
対
外
的
国

　
権
拡
張
政
策
を
そ
の
重
要
な
要
困
と
し
て
い
る
こ
と
で
遠
山
茂
と
大
き
な
差
が
あ

　
る
）
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
私
の
批
判
点
は
、
以
下
の
本
論
で
明
ら
か
に
す
る
。

⑥
山
辺
「
甲
申
日
録
の
研
究
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
十
七
・
一
九
六
〇
）
・
『
撲
韓
併
合

33　（861）



　
小
史
』
（
　
九
六
六
・
岩
波
新
書
）
等
・
彰
「
フ
ェ
リ
…
内
閣
と
日
本
」
（
『
史
林
』

　
4
5
1
3
、
一
九
六
ニ
ー
五
）
等
・
中
塚
前
掲
欝
・
信
夫
清
三
郎
編
『
日
本
外
交
史
』

　
一
（
一
九
七
四
・
毎
日
新
聞
社
）
皿
・
w
章
（
藤
村
氏
筆
）
・
芝
原
前
掲
書
。

⑦
な
お
本
稿
で
、
B
本
政
府
の
外
交
政
策
と
述
べ
る
場
合
は
、
そ
れ
は
そ
の
公
的

　
担
当
者
で
あ
る
外
務
卿
井
上
馨
と
そ
の
僚
友
伊
藤
博
文
が
公
的
に
と
っ
た
政
策
を

　
言
う
。

⑧
山
辺
前
掲
「
甲
申
日
録
の
研
究
」
。

⑨
前
掲
論
文
を
始
め
と
す
る
彰
氏
の
一
連
の
研
究
。

⑩
芝
原
前
掲
書
、
第
六
章
。

⑪
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
朝
鮮
政
策
を
描
い
た
研
究
に
広
瀬
靖
子
「
日
清
戦
争

　
前
の
イ
ギ
リ
ス
極
東
政
策
の
一
考
察
」
（
『
季
刊
国
際
政
治
』
5
1
・
一
九
七
四
）
が

　
あ
る
が
、
甲
申
礁
湖
勃
発
後
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
な
い
。
な

　
お
一
八
八
○
年
代
前
半
の
イ
ギ
リ
ス
の
中
国
政
策
を
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
を
使

　
い
分
析
し
た
研
究
に
、
国
’
く
■
Ω
」
〈
δ
諺
㊤
昌
．
．
b
d
法
菖
ω
『
U
な
δ
旨
”
o
畷
貯
Ω
凱
コ
黛

　
H
◎
◎
o
o
O
8
一
〇
Q
Q
o
O
、
、
H
り
Q
O
り
噛
O
㊤
旨
算
乙
α
q
O
d
巳
く
巽
ω
同
誌
℃
話
器
が
あ
る
。
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第
－
章
　
壬
午
事
変
後
の
朝
鮮
政
策
と
甲
申
事
変

　
壬
午
事
変
後
の
日
本
の
朝
鮮
政
策
に
は
三
つ
の
方
針
が
あ
っ
た
。
一
は
、
清
と
の
対
決
を
覚
悟
し
て
あ
く
ま
で
朝
鮮
の
政
治
的
支
配
を
め
ざ

そ
う
と
す
る
も
の
（
以
後
こ
れ
を
積
極
的
「
独
立
」
方
針
と
す
る
）
、
二
は
、
不
干
渉
方
針
で
清
の
支
配
を
事
実
上
容
認
す
る
も
の
、
三
は
、
一
と
二

の
中
問
的
方
針
で
、
清
の
主
張
す
る
朝
鮮
属
国
論
は
認
め
ず
独
立
論
を
と
り
、
日
本
勢
力
の
浸
透
を
図
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
清
と
の
対
決
に
至

る
こ
と
は
避
け
よ
う
と
す
る
も
の
（
以
後
、
消
極
的
「
独
立
」
方
針
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
外
務
卿
井
上
馨
の
主
導
す
る
日
本
政
府
の
対
朝
方
針

と
し
て
実
際
に
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
三
の
消
極
的
「
独
立
」
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
方
針
は
、
清
と
の
協
調
維
持
を
図
り
つ

つ
も
そ
の
朝
鮮
政
策
に
は
対
抗
す
る
と
い
う
矛
盾
を
本
来
含
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
消
極
的
「
独
立
」
方
針
の
遂
行
の
た
め
に
は
こ
の
矛
盾

の
非
顕
在
化
、
即
ち
清
が
一
挙
に
属
国
化
を
め
ざ
す
強
硬
政
策
に
出
な
い
こ
と
・
朝
鮮
国
内
に
お
け
る
親
清
的
勢
力
と
親
日
的
勢
力
の
政
争
が

決
定
的
な
段
階
に
至
ら
な
い
こ
と
が
、
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
た
。

　
壬
午
事
変
以
後
、
強
ま
っ
て
い
た
清
の
朝
鮮
へ
の
影
響
力
は
、
一
八
八
四
年
後
半
、
清
仏
戦
争
が
本
格
化
す
る
と
動
揺
し
始
め
、
そ
れ
と
と

も
に
朝
鮮
内
の
政
争
が
激
し
く
な
っ
た
。
こ
の
時
の
朝
鮮
政
情
に
つ
い
て
の
日
本
政
府
の
認
識
は
、
親
清
的
勢
力
が
攻
勢
に
出
て
い
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
政
府
は
親
清
的
勢
力
に
対
し
桐
喝
を
加
え
る
と
い
う
従
来
と
は
異
な
る
積
極
的
な
政
策
に
出
る
こ
と
を
決
め
た
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が
、
そ
れ
が
対
清
麗
に
つ
な
が
る
こ
と
は
従
来
と
等
し
く
あ
く
ま
で
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
戦
争
に
至
ら
な
い
範
囲
で
強
硬
政
策
を
と

る
「
瀬
戸
際
政
策
」
に
出
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
日
本
政
府
の
指
示
を
受
け
て
竹
添
駐
朝
公
使
は
一
〇
月
末
京
城
に
帰
任
し
親
清
的

勢
力
へ
威
嚇
的
言
動
を
と
っ
た
。
し
か
し
現
地
の
情
勢
は
日
本
政
府
が
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
緊
迫
し
た
も
の
で
あ
り
、
竹
添
に
与
え
ら
れ
た

政
策
は
実
行
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
竹
添
は
、
二
面
的
な
政
府
の
政
策
の
一
面
で
あ
る
親
清
的
勢
力
へ
の
攻
勢
方
針
を
重
視
し
、
親
日
的
勢

力
で
あ
る
独
立
党
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
に
対
清
戦
争
を
も
覚
悟
し
て
参
画
す
る
と
と
も
に
こ
れ
を
政
府
に
具
申
し
た
。
日
本
政
府
の
回
訓
は
ク

ー
デ
タ
ー
を
不
可
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
訓
令
が
到
着
す
る
前
の
一
一
一
月
四
日
、
竹
添
以
下
日
本
駐
留
軍
が
関
与
し
た
独
立
党
の
ク

ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
た
。
独
立
党
は
一
時
権
力
を
握
っ
た
が
、
親
早
舞
勢
力
と
結
ぶ
清
戸
の
攻
撃
に
敗
北
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
こ
の
結
果
、
独
立
党
は
壊
滅
し
親
日
的
勢
力
が
消
え
去
っ
た
一
方
、
白
軍
は
京
城
を
調
圧
す
る
に
至
っ
た
。
甲
申
事
変
の
発
生
と
敗
北
は

日
本
政
府
の
「
瀬
戸
際
政
策
」
、
さ
ら
に
は
壬
午
事
変
以
後
と
っ
て
き
た
矛
盾
し
た
朝
鮮
政
策
の
破
綻
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ク
ー
デ
タ
ー
敗
北
後
、
井
上
・
伊
藤
ら
長
州
派
が
と
ろ
う
と
し
た
事
変
処
理
方
針
は
、
こ
れ
を
機
に
対
清
武
力
対
決
を
も
覚
悟
し
て
一
挙
に

朝
鮮
問
題
の
結
着
を
つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
事
変
前
の
独
立
か
属
国
か
曖
昧
な
状
態
へ
の
復
帰
を
め
ざ
し
事
態
の
和
平
解
決
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
方
針
の
下
に
対
朝
・
対
清
交
渉
方
針
が
一
二
月
一
九
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
即
ち
朝
鮮
に
対
し

て
は
事
件
の
責
任
の
お
し
つ
け
を
追
り
（
竹
添
の
内
政
干
渉
の
陰
蔽
を
意
味
す
る
）
、
清
に
対
し
て
は
朝
鮮
駐
留
の
日
清
両
軍
の
相
互
撤
兵
を
認
め

さ
せ
る
（
こ
れ
は
清
軍
の
京
城
制
圧
の
解
除
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
の
下
に
井
上
は
自
ら
朝
鮮
に
交
渉
に
向

か
っ
た
。

　
一
方
こ
の
時
、
清
は
朝
鮮
支
配
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
同
疇
に
清
仏
戦
争
の
さ
中
に
日
本
と
の
新
な
戦
争
に
入
る
こ
と
は
絶

対
に
さ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
朝
鮮
へ
事
変
処
理
に
派
遣
さ
れ
た
呉
大
激
は
、
目
本
の
要
求
の
内
、
撤
兵
要
求
は
拒
否
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
が
村
設
要
求
に
つ
い
て
は
譲
歩
さ
せ
る
方
針
を
と
り
朝
鮮
政
府
に
そ
れ
を
説
い
た
。
こ
の
結
果
一
月
九
日
の
漢
城
条
約
で
日
朝
間
の
事

変
処
理
聞
題
は
「
解
決
」
し
た
。
一
方
、
困
難
が
予
想
さ
れ
る
日
清
交
渉
は
井
上
が
呉
と
の
交
渉
を
回
避
し
た
の
で
こ
の
時
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
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し
か
し
こ
れ
は
問
題
の
先
送
り
に
す
ぎ
ず
、
井
上
の
帰
国
と
と
も
に
対
清
交
渉
問
題
が
改
め
て
日
本
政
府
内
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
時
井
上
や
伊
藤
ら
長
州
派
の
伯
集
団
（
一
八
八
四
年
伯
爵
と
な
っ
た
藩
閥
勢
力
の
頂
点
）
は
対
清
戦
を
回
避
し
和
平
解
決
を
め
ざ
す
主
和
論
の

立
場
を
と
っ
た
。
し
か
し
権
力
馬
飼
内
で
長
州
派
と
対
抗
す
る
薩
派
、
特
に
そ
の
中
の
軍
部
は
こ
れ
を
機
と
す
る
対
食
開
戦
を
望
ん
で
い
た
。

　
一
八
八
五
年
二
月
七
日
、
改
め
て
決
定
さ
れ
た
対
清
交
渉
方
針
は
、
主
戦
派
と
主
和
派
の
妥
協
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
即
ち
直
ち
に

開
戦
す
る
の
で
は
な
く
交
渉
を
行
い
和
平
解
決
を
め
ざ
す
と
い
う
方
針
で
は
主
和
論
に
そ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
交
渉
の
た
め
の
対
清
要
求
は
清

の
拒
絶
が
予
想
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
求
の
中
心
は
日
清
両
軍
の
朝
鮮
よ
り
の
撤
兵
で
あ
っ
た
。
し
か
し
す
で
に
一
月
二
二
日
、

徐
承
祖
駐
日
清
公
使
は
撤
兵
拒
否
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
さ
ら
に
事
変
の
際
の
日
清
両
軍
の
衝
突
や
日
本
側
の
被
害
の
責
任
を
と
ら

せ
る
た
め
清
の
将
官
処
罰
も
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
事
変
時
の
清
軍
の
行
動
の
正
当
性
の
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
で
撤
兵
要
求
以

上
に
清
の
拒
否
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
清
の
要
求
拒
否
、
交
渉
決
裂
の
場
合
の
対
応
と
し
て
は
、
す
ぐ
開
戦
す
る
の
で
は
な
く

朝
鮮
に
清
と
同
数
の
兵
を
派
遣
す
る
と
い
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
も
両
軍
の
対
時
↓
衝
突
事
件
の
発
生
↓
開
戦
と
い
う
筋

道
を
前
提
に
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
要
求
を
抱
え
た
交
渉
に
お
い
て
は
全
権
大
使
の
役
割
が
極
め
て
重
要
と
な
る
が
、
こ
れ
に

は
薩
派
の
黒
田
清
隆
を
お
さ
え
伊
藤
が
任
命
さ
れ
た
。
主
和
派
は
対
清
交
渉
を
自
ら
の
管
掌
の
下
に
行
う
こ
と
に
は
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
一
四
年
政
変
に
よ
り
長
州
派
の
政
治
的
優
位
が
成
立
し
、
対
朝
政
策
も
井
上
・
伊
藤
と
い
う
長
州
派
の
線
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
薩
派
の
主
戦
論
が
こ
の
時
、
こ
こ
ま
で
長
州
派
の
主
和
論
を
追
い
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
甲
申
事
変
の
勃
発
と
敗
北

と
い
う
長
州
派
主
導
の
対
朝
鮮
政
策
の
破
綻
が
発
揮
に
大
き
な
発
言
権
を
与
え
た
こ
と
と
福
沢
諭
吉
ら
好
戦
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
煽
動
に
よ

り
開
戦
熱
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
開
戦
か
、
和
平
解
決
か
、
の
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
対
抗
は
、
政
局
に
お
け
る

長
州
派
の
主
導
権
の
維
持
の
問
題
と
も
連
動
す
る
側
面
を
持
っ
て
い
た
。

　
こ
の
結
果
、
伊
藤
は
和
平
解
決
と
長
州
派
の
政
局
主
導
権
の
維
持
の
た
め
に
清
の
譲
歩
を
獲
得
す
べ
く
特
使
と
し
て
清
に
向
か
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
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第
亙
章
　
天
　
津
　
条
　
約

　
二
月
二
五
日
、
正
式
に
訓
令
を
受
け
た
伊
藤
は
、
二
八
日
、
清
に
向
け
東
京
を
た
っ
た
。
そ
し
て
天
津
で
直
隷
総
督
李
鴻
章
と
交
渉
を
行
い
、

両
国
間
の
条
約
を
結
ん
だ
。
本
章
は
第
一
節
で
、
交
渉
開
始
前
の
イ
ギ
リ
ス
と
清
の
対
日
方
針
の
検
討
を
行
う
。
第
二
節
で
は
、
天
津
に
お
け

る
交
渉
過
程
を
分
析
し
、
そ
れ
よ
り
条
約
が
朝
鮮
問
題
の
展
開
の
中
に
持
つ
意
味
と
伊
藤
ら
長
州
派
の
朝
鮮
政
策
の
特
質
の
解
明
を
試
み
る
。

一
、
イ
ギ
リ
ス
・
清
の
対
日
方
錯

一入八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

　
伊
藤
の
特
使
派
遣
が
決
ま
り
対
清
交
渉
方
針
が
確
定
し
て
以
後
、
伊
藤
・
井
上
は
交
渉
解
決
1
1
撤
兵
へ
の
同
意
獲
得
の
た
め
積
極
的
な
活
動

を
行
っ
た
。
そ
の
第
一
の
も
の
が
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
英
駐
日
公
使
を
通
し
て
の
パ
ー
ク
ス
英
駐
清
公
使
へ
の
援
助
の
依
頼
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
作

は
単
な
る
交
渉
へ
の
側
面
援
助
の
依
頼
で
は
な
く
、
パ
ー
ク
ス
の
対
座
政
策
を
修
正
さ
せ
る
た
め
の
説
得
と
い
う
意
味
も
持
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
パ
ー
ク
ス
は
日
本
の
撤
兵
論
に
は
反
対
で
清
は
駐
兵
を
続
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
政
府
に
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

通
し
て
一
月
中
に
以
下
の
厳
し
い
警
告
を
行
っ
て
い
た
。
清
仏
戦
争
に
よ
り
清
は
急
速
に
軍
国
化
し
つ
つ
あ
る
、
清
は
日
本
と
の
戦
争
を
ま
っ

た
く
望
ん
で
は
い
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
抵
抗
に
現
在
成
功
し
て
い
る
の
で
、
日
本
の
威
嚇
に
屈
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
。
た
だ
し

こ
う
し
た
日
本
の
撤
兵
要
求
批
判
は
、
パ
ー
ク
ス
が
清
の
朝
鮮
単
独
支
配
を
支
持
し
て
い
た
こ
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
駐
兵
を
も
支
持
し
て
お
り
、
そ
の
容
認
を
清
政
府
に
説
い
て
い
た
。
パ
ー
ク
ス
は
両
軍
の
駐
兵
が
必
ず
戦
争
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
て
お
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ず
、
そ
の
朝
鮮
政
策
は
、
日
清
両
軍
駐
屯
に
よ
る
日
清
共
同
保
護
の
実
現
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
パ
ー
ク
ス
の
考
え
の
基
礎
に
は
、
紅
軍
が
撤
退
す
れ
ば
在
留
外
人
の
安
全
が
守
れ
な
い
と
い
う
朝
鮮
政
府
の
治
安
維
持
能
力
へ
の

　
　
⑤

低
評
価
と
と
も
に
他
列
強
（
特
に
ロ
シ
ア
）
へ
の
危
惧
が
存
在
し
て
い
た
。
パ
ー
ク
ス
は
撤
兵
と
い
う
清
の
受
諾
困
難
な
要
求
の
た
め
交
渉
が
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

裂
し
開
戦
と
な
る
場
合
、
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
同
盟
に
ふ
み
き
る
と
見
て
い
た
（
そ
う
な
れ
ば
臼
本
は
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
の
外
に
出
る
こ
と
に
な
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⑦

る
）
。
ま
た
逆
に
両
軍
撤
兵
が
実
現
し
て
も
内
乱
が
必
至
と
な
り
そ
れ
に
乗
じ
ロ
シ
ア
勢
力
が
南
下
す
る
だ
ろ
う
と
危
惧
し
て
い
た
。
こ
の
た
め

日
清
両
国
が
両
軍
駐
屯
の
上
で
朝
鮮
を
共
同
保
護
す
る
こ
と
を
彼
は
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
．
当
時
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
列
強
第
一
人
者
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
・
極
東
外
交
界
の
大
立
物
で
あ
る
パ
ー
ク
ス
の
影
響
力
よ
り
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

彼
の
撤
兵
反
対
論
は
、
清
の
撤
兵
合
意
の
大
き
な
阻
害
要
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
伊
藤
・
井
上
は
そ
れ
を
危
惧
し
て
い
た
（
伊
藤
は
清
が
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

賑
し
て
も
外
国
の
圧
力
に
よ
り
撤
兵
が
不
可
能
と
な
る
場
合
さ
え
考
え
て
い
た
）
。
撤
兵
の
実
現
に
は
パ
ー
ク
ス
の
反
対
を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠

で
、
さ
ら
に
で
き
れ
ば
そ
の
援
助
を
え
る
こ
と
が
望
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
二
月
二
四
驚
以
降
、
伊
藤
・
井
上
は
度
々
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
公
使
に
会
い
、
伊
藤
派
遣
の
事
情
・
日
本
側
要
求
の
妥
当
性
を
説
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

パ
ー
ク
ス
の
援
助
を
求
め
た
。
即
ち
、
自
分
達
は
平
和
を
強
く
望
ん
で
お
り
、
強
力
な
好
戦
感
情
の
中
で
あ
え
て
穏
当
な
要
求
を
決
め
た
、
伊

藤
は
使
節
と
し
て
桐
喝
は
さ
け
穏
健
に
ふ
る
ま
う
つ
も
り
で
あ
る
、
し
か
し
清
が
こ
の
要
求
を
拒
否
し
空
手
で
帰
国
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
も
は

や
主
戦
論
者
（
毒
ρ
域
　
娼
ρ
H
．
酔
）
N
）
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
戦
争
と
な
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
定
も
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
、
是
非
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ス
の
援
助
が
欲
し
い
、
と
。
伊
藤
・
井
上
は
パ
ー
ク
ス
の
援
助
が
交
渉
へ
の
過
度
の
干
渉
に
つ
な
が
る
の
を
用
心
し
つ
つ
、
列
強
間
の
対
抗
に

言
及
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
は
こ
れ
に
応
じ
以
下
の
よ
う
に
パ
ー
ク
ス
を
説
い
た
。
撤
兵
す
れ
ぼ
在
留
外
人
に
危
険
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
撤
兵

し
な
け
れ
ぼ
二
、
三
週
間
内
に
確
実
に
戦
争
と
な
る
、
そ
う
な
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
ロ
シ
ア
に
も
日
本
は
頼
ろ
う
と
す
る
だ
ろ
う
、
と
。

こ
の
結
果
、
パ
ー
ク
ス
も
当
面
の
戦
争
の
危
険
回
避
の
た
め
清
政
府
に
対
し
日
本
へ
の
譲
歩
を
説
く
こ
と
に
な
っ
た
。
交
渉
解
決
へ
の
一
歩
前

進
が
刻
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
肝
腎
の
清
の
動
向
を
検
討
す
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
時
の
清
の
対
朝
政
策
は
、
朝
鮮
支
配
の
確
保
・
再
編
と
対
日
戦
の
回
避

と
い
う
二
方
針
か
ら
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
二
方
針
は
、
日
本
が
清
の
朝
鮮
支
配
を
認
め
な
い
以
上
、
矛
盾
を
含
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
矛
盾
は
撤
兵
問
題
で
鋭
く
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
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一一ｪ八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

　
漢
城
条
約
交
渉
に
お
い
て
、
対
日
戦
回
避
の
た
め
朝
鮮
政
府
に
譲
歩
を
説
い
た
呉
大
激
も
、
撤
兵
要
求
に
つ
い
て
は
拒
否
す
る
決
意
を
し
て

　
⑬
い
た
。
こ
の
時
こ
れ
が
問
題
化
し
な
か
っ
た
の
は
井
上
が
対
清
交
渉
を
さ
け
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
漢
城
条
約
成
立
後
に
な
る
と
撤
兵
問
題
に
対
す
る
清
の
考
え
は
分
化
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
朝
鮮
に
お
い
て
事
件
の
善
後
措
置
に
あ

た
っ
て
い
る
呉
大
激
は
、
日
本
の
疑
惑
を
防
ぐ
た
め
に
事
変
発
生
後
、
増
派
し
た
兵
船
は
撤
収
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
部
分
的
撤
兵
論
を
主
張

　
　
　
　
　
　
　
⑭

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
呉
の
主
張
は
、
朝
鮮
政
況
に
対
す
る
楽
観
的
見
通
し
に
基
づ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
呉
は
京
城
到
着
後
、

金
宏
集
ら
重
臣
と
提
携
し
国
王
側
近
を
お
さ
え
て
内
政
改
革
を
行
わ
せ
る
べ
く
動
き
、
一
月
一
五
目
に
は
国
王
に
、
今
回
の
事
変
は
自
ら
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

徳
が
招
い
た
も
の
で
、
今
後
は
政
治
を
政
府
に
任
せ
自
ら
は
関
与
し
な
い
と
い
う
別
諭
を
出
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。
呉
は
金
ら
親
清

　
　
　
　
　
　
⑯

的
な
穏
健
開
化
派
の
主
導
に
よ
り
朝
鮮
政
局
は
安
定
し
、
軍
事
的
威
圧
を
若
干
ゆ
る
め
て
も
朝
鮮
支
配
の
再
編
は
な
し
う
る
と
考
え
て
い
た
と

　
　
　
⑰

思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
朝
鮮
問
題
に
対
す
る
清
の
政
策
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
李
鴻
章
の
考
え
は
こ
れ
と
異
な
っ
て
い
た
。
李
は
増
派
の
軍
も
含
め
て
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
く
と
も
春
ま
で
駐
兵
は
必
要
と
し
て
お
り
、
北
京
政
府
も
駐
兵
を
可
と
し
た
。
李
は
、
朝
鮮
の
君
臣
は
闇
弱
で
、
壬
午
・
甲
申
の
二
度
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

乱
を
経
て
も
、
懲
砦
唐
墨
の
心
が
あ
る
か
判
ら
な
い
、
と
呉
に
書
き
送
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
朝
鮮
政
界
指
導
者
を
信
頼
し
て
お
ら
ず
、

清
の
支
配
の
た
め
に
は
強
力
な
軍
事
的
威
圧
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
大
地
君
を
帰
国
さ
せ
る
こ
と
で
朝
鮮
支
配
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

編
を
図
ろ
う
と
清
勢
を
測
っ
て
い
た
。
親
日
的
な
独
立
党
が
け
っ
し
て
日
本
の
浮
嚢
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
親
愛
派
も
清
の
思
い

通
り
に
な
る
、
又
、
信
頼
し
う
る
勢
力
で
は
必
ず
し
も
無
か
っ
た
の
で
、
独
立
党
の
壊
滅
・
出
軍
の
勝
利
と
い
う
清
に
と
っ
て
極
め
て
有
利
な

状
況
も
直
ち
に
清
支
配
の
十
分
な
安
定
を
意
味
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
二
月
に
入
り
撤
兵
に
つ
い
て
の
日
本
側
の
強
硬
な
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
李
の
駐
兵
論
は
動
揺
す
る
。
二
月
二
七
日
に
李
の
下
に

着
い
た
一
月
遅
〇
日
付
の
書
簡
（
『
中
日
韓
』
鰯
．
附
託
－
、
一
六
五
〇
、
一
頁
）
で
徐
承
祖
駐
日
公
使
は
、
撤
兵
し
な
け
れ
ば
交
渉
は
ま
と
ま
ら
ず
、

日
本
は
フ
ラ
ン
ス
と
結
び
台
湾
を
狙
う
だ
ろ
う
、
又
、
交
渉
が
遅
延
し
春
と
な
り
逆
軍
が
大
挙
襲
来
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
B
本
の
要
求
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は
更
に
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
、
元
々
駐
兵
は
日
本
に
対
抗
す
る
た
め
壬
午
事
変
後
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
糧
シ
ア
が
朝
鮮
を
狙
っ
て

い
る
以
上
日
本
も
あ
え
て
朝
鮮
を
凱
観
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
撤
兵
へ
の
合
意
を
説
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
李
も
撤
兵
論
と
な
り
、
三

月
一
臼
、
総
理
衙
門
に
撤
兵
論
を
送
っ
た
（
同
学
、
一
六
四
九
、
五
〇
頁
）
。
対
日
戦
回
避
方
針
が
李
の
撤
兵
論
へ
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

る
。　

も
っ
と
も
李
の
撤
兵
論
は
、
必
要
な
場
合
の
兵
船
の
再
派
遣
・
撤
兵
後
の
朝
鮮
軍
新
組
織
に
あ
た
っ
て
北
洋
陸
軍
が
雇
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
三

宮
の
採
用
と
い
う
考
え
を
伴
っ
て
お
り
（
同
）
、
朝
鮮
支
配
の
保
障
と
し
て
の
軍
事
力
を
完
全
に
放
棄
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一

時
的
撤
兵
・
再
派
兵
権
の
留
保
と
い
う
構
想
で
李
は
二
つ
の
矛
盾
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
李
は
撤
兵
論
に
変
わ
っ
た
が
彼
の
意
向
の
み
に
よ
り
清
の
外
交
政
策
が
決
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
北
京
政
府
の
合
意
が
必
要
と
な
る
。
李
の

意
見
書
送
付
後
の
三
月
三
日
、
パ
ー
ク
ス
は
総
理
衙
門
の
王
大
臣
と
会
見
し
、
日
清
交
渉
不
調
な
ら
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
し
戦
争
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
で
、
欧
米
人
教
官
に
よ
り
朝
鮮
軍
を
組
織
さ
せ
そ
れ
が
出
来
次
第
、
両
軍
と
も
撤
兵
す
べ
き
で
あ
る
、
と
説
い
た
。
こ
の
時
、
衙
門
側
は
回

答
を
避
け
た
が
、
三
月
一
一
日
、
李
へ
の
上
諭
が
下
さ
れ
、
将
官
処
罰
は
不
可
だ
が
撤
兵
に
は
応
じ
る
と
い
う
方
針
で
李
が
対
日
交
渉
の
衝
に

あ
た
る
べ
し
と
命
じ
た
（
同
、
螂
、
一
六
五
二
頁
）
。
そ
し
て
三
月
一
四
日
、
再
び
会
見
し
た
パ
ー
ク
ス
に
対
し
、
衙
門
側
よ
り
撤
兵
承
認
の
意
向

　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
も
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
パ
ー
ク
ス
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
交
渉
解
決
可
能
と
の
電
報
を
打
っ
た
（
三
月
一
六
B
着
）
。

　
こ
う
し
て
目
盛
側
の
要
求
の
中
心
で
あ
る
撤
兵
に
つ
い
て
、
双
方
の
駐
留
軍
の
当
面
の
撤
退
と
い
う
点
に
関
し
て
は
合
意
成
立
の
見
通
し
が

つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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二
、
天
津
条
約
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
三
月
一
四
日
、
天
津
に
着
い
た
伊
藤
は
、
一
度
、
北
京
に
入
っ
た
後
、
天
津
に
戻
り
李
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

月
三
一
日
、
伊
藤
は
井
上
に
電
報
で
交
渉
方
針
の
最
終
的
指
示
を
求
め
た
（
『
井
上
文
書
』
書
類
、
鯉
1
3
）
。
即
ち
、
　
一
、
交
渉
開
始
を
前
に
並

将
官
処
罰
、
二
、
被
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害
者
へ
の
賠
償
、
三
、
撤
兵
、
四
、
将
来
の
日
清
衝
突
回
避
の
た
め
の
協
定
締
結
の
四
項
の
内
、
交
渉
決
裂
を
か
け
て
で
も
固
執
す
る
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ど
れ
か
と
問
う
た
の
で
あ
る
。
清
側
に
撤
兵
同
意
の
意
向
が
あ
る
こ
と
は
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
よ
り
日
本
側
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
伊
藤

が
こ
の
時
、
決
定
的
対
立
点
と
な
る
と
見
た
の
は
一
で
あ
っ
た
。
伊
藤
の
請
訓
に
井
上
は
、
三
の
み
が
絶
対
的
要
求
で
一
・
二
は
し
い
て
主
張

す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
回
訓
案
を
作
っ
た
（
同
、
鯉
i
4
）
が
、
こ
れ
は
大
体
に
お
い
て
閣
議
の
承
認
を
へ
て
四
月
二
日
付
で
伊
藤
に
訓
電
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
四
月
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
交
渉
で
は
、
伊
藤
は
こ
の
処
罰
・
賠
償
を
強
く
要
求
す
る
態
度
に
出
た
。
当
然
、
李
は
拒
否
し
七
日
の
第

三
回
会
談
で
交
渉
は
決
裂
寸
前
と
な
っ
た
。
そ
し
て
九
日
、
伊
藤
は
李
が
こ
の
ま
ま
拒
否
す
る
な
ら
決
裂
す
る
つ
も
り
と
い
う
電
報
を
井
上
に

打
っ
た
（
『
日
韓
』
、
三
四
二
、
三
頁
）
。
伊
藤
の
こ
の
暴
走
は
、
撤
兵
に
つ
い
て
の
清
の
譲
歩
の
見
通
し
よ
り
、
強
硬
に
出
る
な
ら
ば
更
に
多
く
の

要
求
を
の
ま
せ
う
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
伊
藤
の
要
求
を
李
は
交
渉
に
お
い
て
は
固
く
拒
絶
し
て
い
た
が
、
内
心
は
あ
く
ま
で
決
裂
一
対
日
開
戦
の
回
避
を
望
ん
で
お
り
、
将
官
処
罰

は
不
可
だ
が
賠
償
は
出
す
と
い
う
こ
と
で
妥
協
し
て
は
、
と
北
京
政
府
に
回
訓
を
求
め
た
。
そ
し
て
北
京
政
府
も
賠
償
要
求
に
は
衝
突
へ
の
清

の
責
任
論
に
つ
な
が
ら
な
い
形
で
応
じ
る
べ
し
と
訓
電
し
た
（
以
上
、
『
田
』
上
、
一
一
一
〇
～
一
一
一
二
頁
）
。
ま
た
三
月
一
二
日
の
パ
ー
ク
ス
死

後
、
英
代
理
公
使
と
な
っ
た
オ
コ
ナ
ー
は
交
渉
破
裂
の
危
機
に
、
両
軍
の
衝
突
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
の
委
員
会
の
設
置
と
い
う
妥
協
案
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

事
態
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
。
一
方
、
日
本
政
府
で
も
伊
藤
の
暴
走
に
井
上
は
九
日
、
返
電
を
打
ち
、
平
和
解
決
に
あ
く
ま
で
勉
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
⑳

を
強
く
指
示
し
た
。

　
こ
う
し
た
清
・
英
・
臼
の
動
き
を
背
景
と
し
て
伊
藤
・
李
間
で
何
ら
か
の
裏
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
か
、
一
〇
臼
の
第
四
回
会
議
で
は
、
処
罰

・
賠
償
問
題
は
後
回
し
と
し
議
題
を
撤
兵
問
題
に
移
す
と
い
う
合
意
が
成
立
し
決
裂
の
危
機
は
回
避
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
の
第
六
回
会
談

（一

ﾜ
日
）
で
、
他
の
問
題
が
解
決
し
た
後
に
日
本
側
は
一
応
面
子
は
保
つ
が
、
実
質
的
に
は
要
求
を
棚
上
げ
す
る
妥
協
が
成
立
し
こ
の
問
題
は

　
　
　
　
　
勧
⑳

「
解
決
」
し
た
。
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処
罰
・
賠
償
問
題
か
ら
議
題
を
移
し
た
交
渉
は
、
撤
兵
自
体
に
つ
い
て
は
第
四
回
会
議
で
比
較
的
容
易
に
合
意
が
成
立
し
た
。
し
か
し
一
二

日
半
第
五
回
会
談
で
議
題
が
更
に
、
撤
兵
後
の
善
後
措
置
一
再
派
兵
問
題
に
入
る
と
両
掛
の
意
見
は
再
び
激
し
く
対
立
し
、
交
渉
は
決
裂
寸
前

と
な
っ
た
。

　
単
側
の
主
張
は
、
一
旦
、
撤
兵
す
る
が
、
朝
鮮
に
他
国
が
侵
攻
す
る
場
合
と
朝
鮮
に
内
乱
が
発
生
す
る
場
合
に
は
清
は
再
派
兵
の
権
限
を
持

　
　
　
　
　
⑭

つ
と
い
う
も
の
で
、
再
派
兵
権
を
留
保
す
る
こ
と
で
撤
兵
後
も
軍
事
的
影
響
力
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
既
述
の
李
の
朝
鮮
支
配
再
編
構
想
の
現

わ
れ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
清
の
再
派
兵
権
を
承
認
さ
せ
る
と
い
う
形
で
、
日
本
に
属
国
論
を
事
実
上
、
認
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
狙
い
も
こ
れ
に

含
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
傍
藤
は
他
国
の
侵
攻
の
場
合
以
外
は
一
切
、
再
派
兵
を
認
め
な
い
と
主
張
し
た
（
『
日
韓
』
、
三
八
九
頁
）
。
内
乱
の
鎮
圧
と
い
う
名

磨
で
溝
が
朝
鮮
に
軍
事
的
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
岨
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
清
の
再
派
兵
を
阻
止
す
べ
く
伊
藤
が
提
案
し

た
条
約
案
の
条
項
は
「
嗣
今
何
等
ノ
名
義
何
等
ノ
約
款
有
ル
ヲ
論
ゼ
ズ
朝
鮮
国
内
二
在
リ
テ
両
国
（
日
・
清
）
均
シ
ク
兵
師
ヲ
派
シ
兵
弁
ヲ
差

ス
コ
ト
有
ル
ヲ
得
ズ
」
（
同
、
三
六
九
頁
）
と
い
う
両
国
の
再
派
兵
を
全
面
的
に
禁
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
俳
誌
の
提
案
で
注
意
す
べ
き
こ

と
は
、
再
派
兵
禁
止
は
日
本
に
も
適
用
さ
れ
る
以
上
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
朝
鮮
へ
の
軍
事
的
侵
略
も
大
き
く
舗
約
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ク

ー
デ
タ
ー
敗
北
後
の
日
本
勢
力
の
大
幅
な
衰
退
・
清
勢
力
の
一
層
の
強
化
と
い
う
状
況
の
下
で
、
清
の
完
全
支
配
を
阻
止
す
る
手
段
と
し
て
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

藤
は
、
日
本
の
侵
略
の
余
地
を
自
ら
ほ
と
ん
ど
閉
ざ
す
と
い
う
手
に
出
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
対
清
交
渉
方
針
決
定
の
背
後
に
は
主
戦
論
と
主
和
論
の
対
立
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
朝
鮮
政
策
の
対
立

で
も
あ
っ
た
。
主
戦
論
の
主
張
が
内
包
す
る
の
は
積
極
的
「
独
立
」
方
針
で
あ
り
主
極
論
に
対
応
す
る
の
は
消
極
的
「
独
立
」
方
針
、
ま
た

は
不
干
渉
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
の
伊
藤
の
提
案
の
内
容
は
、
後
者
の
消
極
的
「
独
立
」
方
針
の
立
場
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
ク
ー
デ
タ
ー
挫
折
後
の
力
関
係
の
下
で
は
、
消
極
的
「
独
立
」
方
針
に
追
求
可
能
な
政
策
目
標
は
、
「
朝
鮮
ヲ
シ
テ
両
国
ノ
問
円
居
仲
ス

ル
ノ
藩
屏
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
」
（
会
談
に
お
け
る
伊
藤
の
発
欝
、
同
、
三
八
五
頁
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
縮
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
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一八八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

る
。　

こ
の
提
案
は
伊
藤
に
と
り
単
な
る
一
時
的
な
後
退
戦
術
で
は
な
く
、
長
期
的
に
朝
鮮
政
策
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
こ
う
し
た
条
約
が
一
度
、
結
ば
れ
れ
ば
、
そ
の
侵
犯
は
道
義
的
に
罪
で
あ
る
上
に
、
列
強
の
干
渉
の
絶
好
の
口
実
と
な
る
の
で
、
日
露

戦
後
と
違
い
弱
体
な
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
国
際
環
境
の
変
動
と
い
う
他
力
本
願
的
期
待
を
持
つ
以
外
に
は
、
そ
の
侵
犯
を
期
し
え
な
い
も
の

だ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
伊
藤
の
提
案
は
彼
自
身
が
意
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
国
内
の
積
極
的
「
独
立
」
論
を
抑
え
る
意

味
を
持
ち
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
大
陸
国
家
へ
の
道
を
封
じ
る
可
能
性
が
こ
の
時
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
伊
藤
の
提
案
を
李
は
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
こ
の
条
項
が
条
約
で
結
ば
れ
れ
ば
、
日
本
が
後
で
そ
れ
を
ひ
る
が
え
す
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
日
本
の
朝
鮮
征
服
の
危
険
を
除
き
清
に
有
利
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
の
教
唆
で
朝
鮮
が
清
に
そ
む
い
た
り
、
内
乱
が
発
生
し
た
り
、

ロ
シ
ア
が
侵
略
し
た
り
す
る
時
に
は
中
国
は
出
兵
せ
ず
坐
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
不
派
兵
条
項
は
無
事
の
時
は
良
い
が
有
事
に
は
多
く

牽
制
を
受
け
る
点
で
清
に
と
り
有
害
で
あ
る
。
李
の
あ
げ
た
反
対
理
由
の
内
、
ロ
シ
ア
侵
略
時
の
清
の
鵬
兵
に
つ
い
て
は
伊
藤
も
支
持
し
て
お

り
問
題
で
は
な
く
、
朝
鮮
の
血
清
行
動
及
び
内
乱
時
の
派
兵
権
の
確
保
が
問
題
な
の
で
あ
っ
た
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
李
は
朝
鮮
の
政
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

指
導
者
に
不
信
感
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
か
か
る
判
断
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鷹
派
兵
権
の
確
保
を
不
可
欠
と
考
え
た
李
は
、
そ
の
た
め
日
本
の
そ
れ
も
事
実
上
容
認
す
る
譲
歩
を
提
起
し
た
。
即
ち
清
が
再
派
兵
権
を
主

張
す
る
な
ら
日
本
も
彫
物
浦
条
約
に
よ
る
駐
兵
権
を
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
伊
藤
に
対
し
、
李
は
「
貴
国
細
思
テ
ハ
条
約
上
朝
鮮
出
兵

ヲ
駐
ム
ル
ノ
権
利
ヲ
保
有
ス
ル
事
妨
ケ
ナ
シ
然
ル
ト
キ
ハ
則
チ
我
国
二
於
テ
モ
亦
事
宜
二
応
シ
何
時
ニ
チ
モ
兵
ヲ
派
ス
ヘ
シ
」
（
同
、
三
八
六
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
述
べ
、
田
本
の
駐
兵
権
に
対
し
清
の
宗
主
国
と
し
て
の
派
兵
権
と
い
う
こ
と
で
法
的
に
は
自
己
の
優
位
を
保
ち
な
が
ら
も
、
事
実
上
は
双
方

が
派
兵
権
を
持
つ
こ
と
で
も
よ
い
と
い
う
意
向
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
李
は
日
本
の
危
険
性
を
過
小
評
価
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
第
五
回
会
談
で
は
伊
藤
は
こ
う
し
た
形
の
妥
協
に
応
じ
ず
交
渉
は
物
わ
か
れ
に
終
わ
っ
た
。

　
こ
の
対
立
は
結
局
、
四
月
一
五
日
の
第
六
回
会
談
で
、
朝
鮮
の
「
変
乱
重
大
事
件
」
に
出
兵
す
る
際
に
両
国
は
相
互
に
事
前
通
告
義
務
を
負
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う
と
い
う
周
知
の
条
項
で
妥
協
が
成
立
し
た
。
こ
の
条
項
で
日
本
は
清
の
硬
派
兵
権
を
認
め
た
が
、
自
ら
も
単
な
る
駐
兵
権
の
形
で
は
な
く
、

対
等
の
立
場
で
そ
れ
を
持
つ
こ
と
も
清
に
認
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
朝
鮮
に
関
し
て
清
と
対
等
な
立
場
の
条
約
を
結
ん
だ
こ
と
で
清
の
属
国
論
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
清
が
こ
の
譲
歩
を
行
っ
た
の
は
、
交
渉
の
決
裂
を
か
け
て
ま
で
清
の
再
派
兵
権
の
留
保
を
阻
止
し

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
日
本
に
対
し
て
、
戦
争
を
行
う
以
外
に
は
、
こ
う
す
る
よ
り
自
ら
の
立
派
兵
権
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
条
約
面
の
み
で
言
え
ば
日
本
は
大
き
な
成
果
を
え
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
再
派
兵
問
題
で
も
一
度
こ
れ
を
認
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
と
に
な
る
と
、
日
本
は
自
ら
の
そ
の
権
限
を
さ
ら
に
強
化
す
べ
く
外
交
的
布
石
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
清
交
渉
で
伊
藤
は
、
処
罰
・
賠
償
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
応
面
子
は
保
っ
た
形
に
は
な
っ
て
い
る
が
実
質
的
に
は
要
求
を
通
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
交
渉
の
眼
目
で
あ
る
撤
兵
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
旦
、
撤
兵
さ
せ
る
上
に
、
対
等
な
形
で
の
再
派
兵
権
を
清
に
認
め
さ

せ
る
と
い
う
大
き
な
成
果
を
え
た
。
こ
の
こ
と
は
甲
申
事
変
に
よ
り
危
機
に
陥
っ
た
長
州
派
の
外
交
主
導
権
の
再
確
保
を
可
能
に
す
る
も
の
で

　
　
⑯

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
同
時
に
長
州
派
の
政
局
主
導
権
の
維
持
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
一
方
、
独
立
党
の
壊
滅
・
清
の
優
位
と
い
う
現
実
の
力
関
係
は
こ
れ
に
よ
り
変
わ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
条
約
調
印
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

李
は
朝
鮮
国
王
に
朝
鮮
軍
創
設
の
た
め
の
ド
イ
ツ
人
教
官
の
採
用
と
留
学
生
の
天
津
軍
営
へ
の
派
遣
を
勧
告
す
る
一
方
、
撤
兵
の
決
ま
っ
た
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

軍
春
雲
を
直
ち
に
朝
鮮
へ
再
派
兵
し
う
る
旅
心
に
置
く
こ
と
を
計
画
す
る
な
ど
軍
事
的
影
響
力
の
維
持
の
た
め
の
手
を
打
っ
て
い
っ
た
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
「
撤
兵
ハ
允
ス
可
シ
、
永
二
不
派
兵
渦
潮
ス
可
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
北
京
政
府
の
李
へ
の
上
諭
に
現
わ
れ
る
立
派
兵
権
確
保
へ
の
執
着
に
よ
り

清
は
結
果
と
し
て
日
本
の
大
陸
国
家
化
へ
の
道
を
封
じ
る
機
会
を
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
、
長
期
的
に
見
れ
ば
重
大
な
失
策
を
犯
し

た
と
言
え
よ
う
。

　
①
勺
㊤
島
＄
ε
O
茜
脚
高
三
。
累
。
・
ρ
凱
O
・
膳
・
ド
S
b
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・
目
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。
。
。
頓
勺
○
・
一
メ
＜
O
轡
雪
N
　
　
④
「
朝
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国
ニ
テ
協
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護
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ヘ
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ハ
英
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意
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（
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八
八

　
　
㊤
『
Q
。
．
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日
付
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宛
井
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報
、
『
日
韓
』
一
＝
八
頁
）
。
な
お
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ケ
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0
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〇
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〇
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刈
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一
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宮
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本
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安
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持

　
③
　
勺
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塁
8
0
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Φ
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■
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ト
ニ
。
。
．
N
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ヘ
　
　
へ

　
文
書
』
に
よ
り
こ
の
書
簡
を
二
月
一
五
臼
付
と
し
て
い
る
が
、
伊
藤
の
特
使
決
定

　
の
日
付
（
二
月
一
七
日
）
、
同
年
二
月
二
五
日
付
の
井
上
宛
伊
藤
書
簡
（
『
井
上
馨

　
閣
四
係
文
書
』
・
園
［
会
図
［
書
館
憲
政
資
料
室
岬
顧
）
玄
肘
註
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
報
濫
口
（
晦

　
6
6
）
よ
り
見
て
二
五
日
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

⑫
勺
置
鼻
。
洋
8
℃
p
罠
窃
悼
メ
ト
。
」
。
。
。
。
q
（
本
章
註
⑩
）
・
空
・
鼻
Φ
窪
8
謹
芽
①
ω

　
P
ω
■
H
◎
。
Q
。
0
（
男
ρ
ま
’
〈
o
ド
器
◎
。
■
勺
一
翼
一
8
富
8
0
門
き
く
窪
。
翼
ρ
Q
。
b
。
」
ド
ω
■

　
一
G
Q
Q
。
萌
冒
。
一
〇
ω
震
⑦
〉

⑬
　
呉
急
激
等
函
（
一
八
八
五
年
一
月
一
八
日
、
『
中
日
韓
』
卿
、
一
五
八
四
頁
）
。

⑭
呉
大
照
墨
摺
（
一
八
八
五
年
　
月
二
八
日
、
同
門
、
一
六
二
三
頁
）
。

⑯
朝
鮮
團
王
の
別
諭
に
つ
い
て
は
『
田
』
下
、
一
～
三
頁
。
パ
ー
ク
ス
は
こ
の
別

　
諭
を
立
憲
政
体
樹
立
の
第
一
歩
と
評
価
し
た
（
唱
9
碁
。
。
。
8
Ω
舜
昌
く
≡
。
窯
。
・
↓
餅

　
一
蒔
b
。
’
H
c
。
Q
。
α
．
局
ρ
一
N
＜
o
一
．
り
“
o
。
）
。
呉
が
金
宏
集
ら
と
政
治
改
革
に
つ
い
て
協

　
議
し
て
い
た
こ
と
は
前
註
、
呉
の
改
革
方
針
に
つ
い
て
は
一
八
八
五
年
二
月
八
日

　
呉
奏
摺
（
『
光
緒
』
七
、
謝
、
四
、
五
丁
）
参
照
。

⑯
白
化
派
の
性
格
に
つ
い
て
は
姜
在
彦
『
朝
鮮
の
改
革
思
想
』
（
一
九
八
○
・
岩
波

　
書
店
）
第
四
章
、
参
照
。
同
書
は
金
玉
均
ら
独
立
党
を
「
変
法
的
開
化
派
」
、
金

　
允
植
ら
穏
健
開
化
派
を
「
改
良
的
開
化
派
」
と
し
て
い
る
。

⑰
呉
が
改
革
の
行
方
に
つ
い
て
楽
観
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
朝
王
下
レ
令
罪
レ
己
、

　
語
甚
痛
切
、
可
レ
与
信
図
治
二
と
別
諭
を
評
価
し
、
さ
ら
に
今
後
の
政
治
方
針
を
金

　
宏
集
と
商
議
し
た
こ
と
を
述
べ
た
…
八
八
五
年
一
月
一
九
日
付
呉
電
報
（
『
李
全

　
書
』
電
稿
四
、
五
四
丁
）
に
伺
え
よ
う
。

⑯
　
…
八
八
五
年
一
月
二
一
日
付
呉
宛
李
書
簡
（
『
李
全
書
』
朋
僚
製
革
二
十
、
五
六

　
丁
）
。

⑲
一
八
八
五
年
一
月
一
九
日
の
李
へ
の
上
諭
（
『
光
勲
』
六
、
即
、
四
〇
、
一
丁
）
。

⑳
　
本
章
註
⑯
。

⑳
　
朝
露
問
で
＝
一
月
二
六
日
に
陸
路
通
商
の
協
定
が
結
ば
れ
た
ら
し
い
と
い
う
朝

　
鮮
国
王
の
対
、
露
秘
密
接
近
の
清
報
が
清
側
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
李
の
朝
鮮
国

　
王
不
信
を
強
め
た
と
思
わ
れ
る
（
『
中
日
韓
』
螂
、
一
五
八
二
、
三
頁
）
。

⑳
　
末
羅
註
⑱
。
奈
の
大
院
再
帰
國
構
想
に
つ
い
て
は
『
田
』
下
、
一
～
一
～
三
〇
頁
。

＠
　
清
の
外
交
機
構
・
清
仏
戦
争
期
の
清
政
府
の
状
況
に
つ
い
て
は
坂
野
正
高
『
近

　
代
中
国
政
治
外
交
史
』
（
一
九
七
三
・
東
京
大
学
出
版
会
）
、
第
七
章
魚
三
節
7
、

　
第
十
章
、
参
照
。

⑳
　
℃
雰
」
蒔
Φ
ω
8
Ω
旨
き
く
…
o
客
。
．
＝
卜
。
・
。
。
9
ω
．
一
Q
。
Q
。
伊
男
ρ
一
8
＜
o
一
．
り
謬
．

⑱
黍
章
註
⑥

⑳
コ
旨
冨
雰
8
ρ
雪
く
厳
①
躍
9
。
。
①
．
卜
。
憎
G
。
藁
。
。
。
。
卸
蜀
ρ
ま
．
＜
。
戸
ω
・
。
ρ

⑳
　
交
渉
の
日
清
各
々
の
議
事
録
は
『
日
韓
』
・
『
中
目
韓
』
、
所
収
。
　
た
だ
し
記
載

　
に
か
な
り
差
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
。

⑱
　
二
四
日
の
訓
令
に
な
か
っ
た
二
・
四
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事
情
に
つ
い
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て
は
出
発
時
、
口
頭
で
伊
藤
に
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
田
保
橋

　
氏
の
推
定
が
あ
る
（
『
田
』
上
、
一
一
〇
七
、
八
頁
）
。

⑳
四
月
二
日
付
の
副
帯
宛
訓
電
が
か
か
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
閤
月
九

　
日
付
伊
藤
宛
井
上
訓
電
（
本
章
註
⑪
）
よ
り
推
定
で
き
る
。

⑳
Q
O
o
コ
霧
8
Ω
δ
p
く
鐘
。
累
9
同
0
。
。
．
。
。
．
心
添
。
。
。
。
伊
頃
○
払
N
＜
o
ド
曾
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

⑪
　
　
「
閣
下
出
発
前
平
和
ノ
持
論
ト
本
月
二
日
附
訓
令
ノ
趣
二
心
テ
看
レ
ハ
今
良
閣

　
下
二
於
テ
将
官
ノ
処
罰
ト
白
蝦
空
四
点
職
雌
ノ
感
心
ヲ
強
テ
論
詰
セ
ラ
ル
ル
理
ア
ル
ヲ
m
見

　
ス
閣
下
ノ
出
発
前
一
一
発
起
シ
タ
ル
議
論
ト
其
時
皇
帝
陛
下
ノ
叡
慮
ノ
ア
ル
処
井
二

　
御
決
裁
相
成
リ
タ
ル
近
国
二
能
ク
御
注
意
ア
ラ
ン
事
要
ス
」
（
『
日
韓
躁
三
四
四
頁
）
。

⑫
　
将
官
処
分
は
行
わ
な
い
が
、
彼
ら
は
李
の
定
員
な
の
で
李
の
権
限
内
で
「
申
飾
」

　
す
る
、
居
留
民
被
害
に
つ
い
て
は
違
法
行
為
を
な
し
た
兵
が
い
な
い
か
清
側
が
調

　
べ
い
れ
ば
処
罰
す
る
。
こ
れ
が
日
本
側
要
求
の
棚
上
げ
で
あ
る
こ
と
は
大
久
保
利

　
謙
見
幕
『
日
本
歴
史
大
系
』
4
・
一
九
入
七
・
山
川
出
版
社
、
六
〇
酉
、
五
頁
（
坂

　
野
潤
治
氏
筆
）
参
照
。

⑳
　
こ
の
処
罰
・
賠
償
間
題
の
棚
上
げ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
日
本
の
基
本

　
的
要
求
だ
っ
た
が
、
清
仏
闘
の
和
平
交
渉
の
進
展
で
日
仏
同
盟
を
恐
れ
る
必
要
の

　
な
く
な
っ
た
清
が
．
断
乎
拒
否
し
た
の
で
譲
歩
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
説
が

　
有
力
で
あ
る
（
山
辺
「
日
清
天
津
条
約
に
つ
い
て
」
、
『
ア
ジ
ア
研
究
』
7
1
2
・

　
一
九
六
〇
、
三
〇
・
三
八
、
九
頁
、
前
掲
『
日
本
歴
史
大
系
』
、
六
〇
三
、
四
頁
）
。

　
し
か
し
こ
れ
は
妥
当
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
撤
兵
と
そ
の
他
の
要
求

　
の
日
本
に
と
っ
て
の
軽
重
の
差
が
お
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
は
、
本
文

　
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
時
、
清
仏
交
渉
の
進
展
に
か
か
わ
ら
ず
清
側
に
賠
償
間
題

　
へ
の
妥
協
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

⑧
　
呉
大
激
の
条
約
案
第
四
項
・
伊
藤
案
へ
の
李
の
修
正
案
（
『
日
韓
』
三
七
二
・
三

　
八
○
頁
）
。

⑳
　
も
っ
と
も
伊
藤
案
で
も
第
二
項
で
日
清
間
の
戦
争
の
際
、
朝
鮮
を
戦
場
と
す
る

　
こ
と
は
認
め
て
お
り
（
『
日
韓
』
三
六
九
・
三
七
五
頁
）
日
清
が
他
の
問
題
（
例
え

　
ば
琉
球
問
題
）
で
対
立
し
戦
争
と
な
り
、
そ
の
中
で
朝
鮮
を
侵
略
す
る
余
地
は
残
っ

　
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
こ
と
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

⑳
　
一
八
八
五
年
匹
月
｛
三
日
李
鴻
章
信
（
『
欝
欝
阪
八
、
㎜
・
附
件
1
、
一
丁
）
。

⑳
　
な
お
も
し
李
が
朝
、
鮮
の
完
全
な
属
国
化
を
意
図
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が

　
反
対
の
真
の
理
由
と
な
る
が
、
嚢
世
尊
等
と
違
い
李
の
意
図
は
そ
こ
ま
で
進
も
う

　
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
（
林
明
徳
『
衰
蝋
型
与
朝
鮮
』
・
一
九
七
〇
・

　
台
北
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
九
四
～
九
七
頁
）
。
清
政
府
内
の
朝
鮮
政
策

　
を
め
ぐ
る
対
抗
の
有
無
も
こ
の
時
期
の
極
東
情
勢
把
握
の
上
で
重
要
な
意
味
を
持

　
つ
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
国
史
の
側
の
御
教
示
を
え
た
い
。

愈
天
津
条
約
の
意
義
に
つ
い
て
は
山
辺
前
掲
「
日
清
天
津
条
約
に
つ
い
て
」
、
四
四

　
～
四
六
頁
、
参
照
。
な
お
こ
の
条
約
の
規
定
し
た
派
兵
権
は
、
当
民
国
で
あ
る
朝

　
鮮
が
承
認
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
本
来
的
に
は
合
法
的
な
も
の
で
は
な
い
こ

　
と
は
詞
宗
根
『
日
清
戦
争
と
朝
鮮
』
（
一
九
八
二
・
寄
木
書
店
）
、
二
二
頁
、
が
指

　
摘
し
て
い
る
。

⑳
　
田
保
橋
『
近
代
日
支
鮮
関
係
の
研
究
』
（
一
九
三
〇
刊
二
九
七
九
復
刊
・
原

　
書
房
）
、
一
三
～
一
五
頁
。

⑩
　
一
方
、
交
渉
解
決
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
薩
派
軍
部
の
樺
山
資
紀
は
、
天
津
に

　
お
け
る
交
渉
妥
結
の
報
の
入
っ
た
四
月
一
七
日
、
そ
の
日
記
に
以
下
の
よ
う
に
記

　
し
た
（
「
樺
山
資
紀
日
記
」
、
『
樺
山
資
紀
関
係
文
書
』
・
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

　
蔵
）
。

　
　
天
津
談
判
稽
結
局
ノ
報
道
ア
リ
要
義
ナ
リ
李
翌
々
国
ヲ
売
ル
ノ
逆
臣
二
稲
違
ナ

　
　
シ

＠
　
一
入
八
五
年
五
月
四
日
付
朝
鮮
国
王
宛
書
簡
（
『
李
全
書
』
訳
譲
送
稿
1
7
、
　
一

　
一
丁
）
。

⑫
李
抄
摺
（
一
八
八
五
年
七
月
四
日
、
『
中
日
韓
』
鵬
、
一
八
五
二
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

⑬
　
一
八
八
五
年
四
月
一
五
日
の
李
へ
の
上
諭
（
『
田
』
上
、
一
＝
一
〇
頁
・
『
光
緒
』

　
八
・
蜘
、
6
丁
）
。
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第
皿
章
　
巨
文
島
事
件
と
朝
鮮
政
策
の
転
換

一八八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

　
天
津
条
約
締
結
以
後
の
陰
本
の
朝
鮮
政
策
の
性
格
に
つ
い
て
は
二
つ
の
見
解
が
存
在
し
て
い
る
。

　
一
つ
は
、
甲
申
事
変
の
敗
北
に
よ
り
親
日
的
勢
力
が
消
滅
し
清
勢
力
が
一
段
と
強
力
に
な
っ
た
た
め
日
本
が
朝
鮮
を
支
配
下
に
お
く
す
べ
は

軍
事
力
し
か
な
く
な
り
、
以
後
、
対
清
軍
備
拡
張
に
専
念
し
て
い
く
と
い
う
、
天
津
条
約
を
画
期
と
し
て
対
清
軍
事
対
決
政
策
が
確
立
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
強
化
さ
れ
た
と
す
る
見
解
で
、
通
説
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
見
解
は
、
天
津
条
約
以
後
に
日
本
が
と
っ
た
重
要
な
朝
鮮
政
策
で
あ

る
朝
鮮
弁
法
八
ヶ
条
（
後
述
す
る
よ
う
に
清
の
朝
鮮
へ
の
影
響
力
の
行
使
を
容
認
し
、
そ
の
一
層
の
強
化
を
求
め
る
も
の
）
の
提
起
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
き
な
い
と
い
う
難
点
を
持
ち
適
切
な
も
の
で
は
な
い
。

　
一
方
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
朝
鮮
弁
法
八
ヶ
条
提
起
を
と
り
あ
げ
、
朝
鮮
政
策
が
天
津
条
約
以
後
、
鼻
翼
協
調
政
策
へ
と
転
換
し
た
と
す
る
見

解
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
田
保
橋
氏
が
す
で
に
主
張
し
た
も
の
で
（
『
田
』
下
、
一
九
、
二
〇
頁
）
、
戦
後
の
研
究
で
も
山
辺
氏
・
藤
村
属
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
か
る
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
政
策
転
換
の
理
由
に
主
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
朝
鮮
国
王
の
ロ
シ
ア
接
近
な
ど
列
強
勢
力
の
朝
鮮
へ

の
本
格
的
登
場
で
あ
っ
た
。
か
か
る
見
解
は
、
天
津
条
約
以
後
の
朝
鮮
政
策
の
展
開
を
よ
り
具
体
的
に
言
え
た
適
切
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
か
か
る
見
解
も
ま
た
新
た
な
問
題
を
生
む
。
即
ち
、
こ
う
し
た
天
津
条
約
以
後
の
朝
鮮
政
策
は
、
以
前
の
そ
れ
と
は
い
か
な
る
関
係

に
あ
る
の
か
、
条
約
の
前
後
を
含
め
た
日
本
の
朝
鮮
政
策
の
構
造
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
で
あ
る
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
明

は
日
本
の
日
清
戦
争
へ
の
突
入
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
が
、
田
保
橋
氏
や
山
辺
氏
は
そ
れ
を
行
っ
て
い
な
か
っ

⑤
た
。　

本
章
は
、
従
来
の
研
究
で
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
朝
鮮
弁
法
八
ケ
条
の
提
起
に
至
る
過
程
と
そ
の
挫
折
後
の
日
本
政
府
の
動
向
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
右
の
問
題
の
検
討
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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脚
、
巨
文
島
事
件
と
朝
鮮
政
策
の
動
揺
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日
本
政
府
の
朝
鮮
政
策
は
い
か
な
る
枠
組
の
下
に
決
定
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
構
造
を
検
討
す
る
。
外
交
政
策
の
決
定
は
、
そ
の
国
の
国

際
情
勢
認
識
に
大
き
く
規
定
さ
れ
る
。
明
治
前
期
の
日
本
の
外
交
政
策
の
決
定
に
お
い
て
は
、
欧
米
列
強
の
圧
力
へ
の
配
慮
が
極
め
て
重
要
な

位
鐙
を
し
め
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
日
本
政
府
は
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ
て
列
強
の
圧
力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
列
強
の
中
で
朝
鮮
支
配
へ
の
欲
望
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
、
そ
の
動
向
が
最
も
警
戒
さ
れ
て
い
た
の
は
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

そ
し
て
一
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
の
東
方
へ
の
膨
張
は
日
本
の
み
な
ら
ず
清
に
も
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
た
。
そ
し
て
日
本
政
府
は
甲
申
事
変
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

善
後
措
置
に
つ
き
清
と
の
交
渉
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
清
側
に
撤
兵
を
承
認
さ
せ
る
説
得
の
論
理
と
し
て
ロ
シ
ア
の
脅
威
を
強
調
し
て
い
た
。
し

か
し
対
清
交
渉
方
針
を
決
定
す
る
二
月
の
段
階
に
お
い
て
は
、
日
本
政
府
は
現
実
に
そ
れ
ほ
ど
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
進
出
を
恐
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
日
本
政
府
が
実
現
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
両
軍
の
撤
退
・
欧
米
教
官
に
よ
る
朝
鮮
軍
建
設
は
、
朝
鮮

へ
の
戸
シ
ア
の
進
出
の
阻
止
の
意
図
と
は
矛
盾
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
両
軍
の
撤
退
は
朝
鮮
国
王
へ
の
圧
力
の
緩
和
で
あ
り
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
ロ
シ
ア
へ
の
接
近
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
つ
し
、
朝
鮮
軍
教
官
に
ロ
シ
ア
人
が
雇
わ
れ
る
こ
と
も
十
分
あ
り
う
る
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ

⑨る
。
つ
ま
り
こ
の
時
日
本
政
府
は
朝
鮮
を
め
ぐ
る
競
争
相
手
と
し
て
ロ
シ
ア
の
危
険
性
を
そ
れ
ほ
ど
評
価
せ
ず
、
何
よ
り
も
清
を
対
抗
二
面
し
、

そ
の
勢
力
削
減
を
目
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
日
本
政
府
の
朝
鮮
政
策
決
定
の
枠
組
の
基
軸
が
、
こ
の
時
は
日
清
対
抗
で

あ
り
、
列
強
は
直
接
的
脅
威
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
副
次
的
な
位
置
し
か
し
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
決
定
の
枠
組
の
あ
り
方
は
壬
午
事
変
直
後
に
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
時
、
大
規
模
な
軍
拡
方
針
が

決
定
さ
れ
た
が
・
こ
の
軍
拡
方
針
の
前
提
を
な
す
国
際
情
勢
認
識
を
山
県
有
朋
の
軍
拡
の
た
め
の
天
八
二
年
八
旦
吾
の
上
晦
よ
り
見
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ば
、
第
一
に
列
強
に
つ
い
て
は
「
我
ノ
以
テ
暴
力
ヲ
角
セ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ノ
者
ハ
痛
遜
ノ
感
急
迫
ナ
ラ
サ
ル
ノ
国
二
在
ラ
ス
シ
テ
蔵
接
附
近
ノ
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処
ニ
ア
リ
」
と
い
う
文
に
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
製
菓
進
出
の
脅
威
は
緊
迫
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
清
に
つ
い
て
は
右

の
文
や
「
我
隣
邦
ノ
勢
ヲ
察
ス
ル
ニ
努
々
ト
シ
テ
勃
興
シ
決
シ
テ
軽
忽
二
附
ス
可
カ
ラ
サ
ル
者
ア
リ
」
と
そ
の
軍
事
力
の
強
化
を
高
く
評
価
し

て
い
た
。
極
東
へ
の
列
強
の
本
格
的
介
入
を
予
想
せ
ず
、
一
方
、
清
軍
事
力
を
高
く
評
価
す
る
情
勢
把
握
よ
り
清
を
仮
想
敵
国
と
す
る
軍
拡
計

画
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
政
策
も
以
後
、
日
清
対
抗
を
基
軸
と
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
、
甲
申
事
変
ま
で
の
日
本
政
府
の
朝
鮮
政
策
は
、
清
に
対
抗
し
て
朝
鮮
へ
の
勢
力
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
に
な
り
、
甲
申

事
変
処
理
の
過
程
に
お
い
て
そ
れ
は
、
清
有
利
に
大
き
く
傾
い
た
力
関
係
の
下
で
清
勢
力
を
少
し
で
も
削
減
し
そ
の
完
全
支
配
を
と
に
か
く
阻

止
す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
巨
文
島
事
件
は
臼
本
政
府
の
こ
う
し
た
情
勢
把
握
の
基
礎
を
破
壊
し
た
。
巨
文
島
事
件
と
は
一
八
八
五
年
四
月
一
五
（
も
し
く
は
一
六
）

日
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
朝
鮮
の
南
端
の
巨
文
島
（
］
℃
○
肖
梓
　
鵠
帥
B
二
け
O
⇒
）
を
不
法
に
占
拠
し
た
事
件
で
、
こ
の
後
一
八
八
七
年
工
月
二
七
日
ま
で
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ギ
リ
ス
は
こ
こ
を
占
領
し
続
け
た
。
こ
の
事
件
は
世
界
的
規
模
の
英
露
対
立
の
一
環
で
あ
っ
た
。
一
八
八
五
年
三
月
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
め
ぐ

る
蔦
藤
よ
り
両
国
の
対
立
は
激
化
し
一
触
即
発
の
状
勢
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
朝
鮮
海
峡
の
要
地
で
あ
る
巨
文
島
は
戦
争
の
際
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
へ
の
攻
撃
基
地
と
し
て
利
用
す
べ
く
イ
ギ
リ
ス
に
占
拠
さ
れ
た
。
こ
こ
に
朝
鮮
に
お
い
て
列
強
の
軍
事
力
が
直
接
登
場
す
る

事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
新
し
い
情
勢
に
よ
り
日
本
は
極
東
に
対
す
る
列
強
の
脅
威
を
強
く
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
巨
文
島
占
拠
の
暴
挙
は
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
進

出
の
絶
好
の
機
会
と
な
り
元
山
な
ど
の
譲
渡
請
求
の
よ
う
な
対
抗
措
置
を
招
く
、
そ
し
て
そ
れ
を
認
め
れ
ば
列
国
も
こ
れ
に
な
ら
い
朝
鮮
は
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

強
に
分
割
さ
れ
、
日
本
近
海
は
列
国
の
「
争
乱
紛
議
の
中
央
」
と
な
る
と
日
本
政
府
は
危
惧
し
て
い
た
。
そ
し
て
日
本
近
海
が
戦
場
と
な
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

日
本
領
内
の
港
が
基
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
必
然
で
日
本
の
立
場
は
困
難
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
数
年
来
、
再
び
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
列
強
の
植
民
地
獲
得
政
策
の
動
き
が
巨
文
島
占
領
と
し
て
日
本
の
周
辺
に
及
ん
で
き
た
こ
と
も
日
本
政
府
の
不
安
を
高
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
不
安
の
発
生
、
情
勢
認
識
の
変
化
に
よ
り
日
本
の
朝
鮮
政
策
の
決
定
の
枠
組
は
、
従
来
の
日
清
対
抗
を
基
軸
と
す
る
も
の
で
は
最

49　（877）



る早
。　　N

不
十
分
と
な
り
、
英
露
対
抗
の
激
化
と
そ
の
極
東
へ
の
波
及
と
い
う
新
し
い
状
況
を
ふ
ま
え
て
再
考
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

50　（878）

二
、
朝
鮮
政
策
の
転
換

　
朝
鮮
を
め
ぐ
る
英
露
対
抗
の
深
刻
化
の
影
響
は
直
ち
に
天
津
で
の
交
渉
の
中
に
現
わ
れ
た
。
三
月
末
に
発
生
し
た
英
鶴
間
の
緊
張
を
当
然
日

本
政
府
は
知
っ
て
い
た
ろ
う
し
、
実
際
の
占
領
以
前
に
巨
文
島
占
領
説
を
報
じ
た
タ
イ
ム
ズ
の
四
月
六
日
の
記
事
は
す
ぐ
日
本
政
府
に
伝
え
ら

　
　
　
⑮

れ
て
い
た
。

　
影
響
は
再
派
兵
問
題
を
め
ぐ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
李
は
清
が
再
派
兵
す
る
場
合
と
し
て
他
国
が
朝
鮮
を
侵
攻

す
る
場
合
を
あ
げ
た
が
、
伊
藤
は
そ
れ
を
は
じ
め
か
ら
認
め
て
い
た
。
日
本
の
独
立
論
の
建
前
よ
り
す
れ
ば
本
来
こ
れ
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ

る
。
英
露
葛
藤
へ
の
不
安
を
こ
の
容
認
の
背
景
に
見
る
こ
と
は
容
易
だ
ろ
う
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
李
は
さ
ら
に
、
他
国
侵
攻
時
に
日
本
も
清
と
同
様
に
派
兵
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
朝
鮮
「
防
禦
」
の
た
め
の
日
清
秘
密

同
盟
ま
で
提
議
し
た
（
『
日
韓
』
、
三
六
五
、
六
・
三
七
六
～
三
七
八
・
三
九
九
、
四
〇
〇
・
四
二
九
頁
）
。
日
本
側
は
こ
れ
を
「
時
二
取
テ
尤
至
極
ノ
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

案
ナ
レ
ト
斯
ル
密
約
ハ
固
ヨ
リ
不
容
易
ノ
件
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
大
使
（
伊
藤
）
ハ
忍
所
ク
聞
流
」
す
態
度
に
出
て
同
盟
に
応
じ
な
い
の
み
な
ら
ず
、

自
ら
の
派
兵
に
つ
い
て
も
慎
重
な
対
応
を
と
っ
た
（
同
）
。
日
本
政
府
は
列
強
の
朝
鮮
侵
攻
に
不
安
を
感
じ
、
こ
れ
に
対
し
清
が
軍
事
的
に
対
抗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

す
る
こ
と
を
支
持
し
な
が
ら
も
日
本
自
ら
も
軍
事
的
に
こ
れ
と
対
抗
す
る
決
断
は
こ
の
時
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
問
題
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
日
清
両
国
で
危
惧
す
る
対
象
の
範
囲
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
李
の
対
象
は
ロ
シ
ア
の
み

で
あ
っ
た
（
同
、
三
九
九
・
四
〇
〇
頁
）
。
こ
の
時
、
清
英
関
係
は
良
好
で
巨
文
島
占
領
に
関
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
は
、
自
分
は
清
の
威
信
を
傷
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
気
は
な
く
巨
文
島
に
お
け
る
清
の
利
益
を
守
る
協
定
を
結
ぶ
用
意
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
清
に
申
し
入
れ
て
い
た
。
そ
し
て
李
も
親
達
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

で
四
月
一
七
臼
ブ
レ
ナ
ン
英
天
津
領
事
に
対
露
清
英
同
盟
の
個
人
的
な
打
診
を
行
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
李
の
日
清
同
盟
構
想
（
ど
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こ
ま
で
彼
が
本
気
で
あ
っ
た
か
は
別
と
し
て
）
は
、
清
－
英
の
関
係
を
基
軸
と
し
て
そ
れ
に
日
本
を
組
み
こ
ん
で
ロ
シ
ア
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
見
な
せ
よ
う
。
一
方
、
伊
藤
は
巨
文
島
占
領
に
つ
い
て
対
立
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
同
、
三
七
八
頁
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に

ロ
シ
ア
の
み
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
も
危
惧
の
対
象
と
し
て
い
た
。
こ
の
危
惧
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
朝
鮮
支
配
の
競
争
者
と
し
て
重
視
し
た
こ
と
よ

り
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
暴
挙
が
ロ
シ
ア
の
対
抗
措
置
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
よ
り
生
じ
た
の
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
へ
の
恐
怖
が
イ
ギ
リ
ス
の
巨
文
島
占
拠
へ
の
対
立
意
識
（
た
だ
し
具
体
的
行
為
は
伴
わ
な
い
）
に
導
い
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
日

本
政
府
は
英
露
の
一
方
に
加
担
し
他
方
を
敵
に
回
す
こ
と
を
避
け
中
立
的
位
置
に
立
と
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
伊
藤
は
天
津
で
の
交
渉
に
お
い
て
外
無
智
の
朝
鮮
へ
の
清
の
派
兵
を
承
認
す
る
こ
と
（
清
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
侵
攻
へ
の
対
抗
）
で

英
露
葛
藤
の
激
化
と
そ
の
極
東
へ
の
波
及
に
最
初
の
対
応
を
示
し
た
。
し
か
し
天
津
で
の
伊
藤
の
交
渉
の
基
調
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
清
勢

力
の
削
減
と
い
う
従
来
の
枠
組
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
政
策
の
転
換
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
天
津
で
の
交
渉
の
最
終
段
階
で
イ
ギ
リ
ス
の
巨
文
島
占
領
が
行
わ
れ
、
列
強
の
圧
力
の
直
接
的
登
場
は
つ
い
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
か

か
る
状
況
の
中
、
朝
鮮
へ
の
列
強
侵
略
の
阻
止
の
た
め
に
二
つ
の
朝
鮮
政
策
が
日
本
政
府
内
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
　
一
つ
は
、
「
朝
鮮
之
独
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
訂
盟
各
国
（
す
で
に
朝
鮮
と
条
約
を
結
ん
で
い
る
諸
国
）
よ
り
確
認
し
て
互
二
不
相
粛
軍
約
ヲ
立
」
て
よ
う
と
す
る
朝
鮮
中
立
化
構
想
。
こ
れ
は

日
本
の
侵
略
も
不
可
能
に
す
る
が
、
天
津
で
と
っ
た
清
勢
力
排
除
政
策
と
も
両
立
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
は
瞬
清
両
国
が
朝
鮮
政
治
に
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

極
的
に
干
渉
し
そ
の
「
自
立
」
を
強
制
す
る
と
と
も
に
列
強
勢
力
の
浸
透
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
日
清
共
同
保
護
構
想
。
こ
れ
は
天
津
で
日
本

の
め
ざ
し
た
政
策
と
背
反
し
て
お
り
そ
れ
よ
り
の
転
換
が
必
要
と
な
る
。
条
約
調
印
後
の
日
本
政
府
は
こ
の
二
つ
の
政
策
構
想
の
可
否
に
つ
い

て
動
揺
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
時
、
後
者
の
政
策
を
強
く
主
張
し
て
い
た
の
が
榎
本
駐
清
公
使
で
あ
っ
た
。
榎
本
の
主
張
の
根
拠
は
、
朝
鮮
政
府
に
は
中
立
国
た
り
う

る
軍
事
的
財
政
的
自
立
能
力
が
な
い
と
い
う
朝
鮮
政
府
へ
の
低
評
価
、
両
軍
撤
退
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
内
乱
に
乗
じ
ロ
シ
ア
勢
力
が
浸
透
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
日
清
両
国
の
干
渉
が
必
要
で
あ
る
（
も
し
日
本
に
午
渉
す
る
気
が
な
い
な
ら
日
本
は
清
の
み
に
よ
る
干
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⑳

渉
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
）
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
意
向
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
条
約
調
印
後
、
近
藤
特
別
代
理
駐
朝
公
使
よ
り
次
々
と
報
じ
ら
れ
た
朝
鮮
の
状
況
は
、
榎
本
の
主
張
を
強
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
は

天
津
条
約
第
三
条
に
つ
い
て
自
分
も
日
・
清
と
等
し
く
派
兵
権
を
持
つ
と
朝
鮮
政
府
に
主
張
す
る
。
朝
鮮
政
府
内
で
は
呉
大
笠
が
政
治
改
革
を

期
待
し
日
本
側
に
も
信
用
の
あ
る
乱
篭
集
・
金
点
植
・
魚
允
中
ら
穏
健
開
化
派
は
国
王
側
近
に
よ
り
権
力
か
ら
疎
外
さ
れ
る
。
そ
し
て
国
王
は

日
．
清
の
圧
力
に
抗
し
独
立
を
維
持
す
る
た
め
ロ
シ
ア
の
力
を
借
り
る
べ
く
秘
密
外
交
で
ロ
シ
ア
に
接
近
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
イ
ギ
リ
ス
の
臣
文
島
占
領
に
伽
え
る
に
ロ
シ
ア
の
勢
力
浸
透
の
可
能
性
の
高
ま
り
、
穏
健
開
化
派
の
失
脚
、
こ
れ
ら
の
状
況
認
識
に
よ
り
日

本
政
府
は
つ
い
に
従
来
の
政
策
の
転
換
を
試
み
る
に
至
っ
た
。
六
月
五
日
置
井
上
は
徐
駐
日
清
公
使
に
朝
鮮
弁
法
八
ケ
条
と
称
さ
れ
る
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

朝
鮮
政
策
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
一
〇
日
こ
れ
に
つ
い
て
李
と
交
渉
す
る
よ
う
に
訓
令
を
榎
本
に
送
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
弁
法
八
ケ
条
と
は
以
下
の
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
、
朝
鮮
に
対
す
る
日
清
両
国
の
政
策
は
李
と
井
上
の
協
議
の
上
で
李
が
こ
れ
を
施
行
す
る
。

　
二
、
国
王
側
近
（
内
監
）
の
政
治
よ
り
の
排
除
。

　
三
、
国
王
は
李
と
相
談
の
上
で
一
級
の
人
物
（
具
体
的
に
は
金
宏
集
・
金
五
塵
・
魚
允
中
）
を
登
用
す
る
、
人
物
の
選
任
に
つ
き
李
は
井
上
と
斜

　
　
酌
す
る
。

　
四
、
右
の
三
人
に
外
交
・
軍
事
・
会
計
を
任
せ
る
。

　
五
、
朝
鮮
政
府
顧
問
メ
ル
レ
ソ
ド
ル
フ
（
熱
心
な
芝
露
接
近
論
者
）
を
退
け
て
適
当
な
ア
メ
リ
カ
人
を
こ
れ
に
代
え
る
。

　
六
、
無
能
な
現
駐
朝
清
代
表
者
、
陳
樹
常
を
更
迭
し
有
力
者
を
こ
れ
に
代
え
る
。

　
七
、
陳
の
後
任
及
び
新
顧
問
に
は
李
が
将
来
の
政
策
に
つ
き
十
分
な
訓
令
を
与
え
る
が
、
赴
任
前
に
は
日
本
に
立
寄
り
井
上
と
面
会
す
る
。

　
八
、
陳
の
後
任
は
京
城
で
日
本
代
理
公
使
と
諸
事
協
議
し
て
事
を
行
う
。

　
弁
法
八
ヶ
条
の
中
心
的
狙
い
は
、
清
の
主
導
（
干
渉
）
の
下
に
朝
鮮
の
改
革
を
行
い
ロ
シ
ア
の
勢
力
の
浸
透
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
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一八八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

つ
た
。
こ
の
た
め
国
王
側
近
の
政
治
干
与
を
禁
じ
、
臼
清
両
国
に
信
用
の
あ
る
金
器
集
ら
に
実
権
を
与
え
、
李
の
監
督
の
下
に
改
革
を
行
わ
せ

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
榎
本
の
日
清
共
同
保
護
構
想
と
の
違
い
は
、
名
目
と
し
て
保
護
を
う
た
っ
て
い
な
い
こ
と
以
外
に
、
政
策
の

実
行
権
を
李
に
与
え
清
の
優
位
を
明
確
に
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
清
の
優
位
の
承
認
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
現
実
の
力
関
係
の
反
映
で

あ
る
と
と
も
に
、
共
同
保
護
の
場
合
に
生
じ
る
日
本
側
の
危
険
負
担
（
ロ
シ
ア
と
の
対
決
の
際
の
危
険
負
担
）
に
対
し
決
断
が
つ
か
ず
、
そ
れ
を
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
の
み
負
わ
せ
よ
う
と
い
う
日
本
政
府
の
意
向
の
・
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
清
の
優
位
の
承
認
に
お
い
て
も
潟
本
は
、
そ
の
完
全
支
配
一
塁
善
化
に
対
し
て
は
こ
れ
を
認
め
ず
そ
れ
へ
の
拒
否
権
を
留

保
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
第
一
・
三
・
七
・
八
条
内
の
日
本
側
と
の
協
議
規
定
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
日
本
の
拒
否
権
へ
の
清
の
承
認
を
意
味

す
る
こ
う
し
た
規
定
は
、
朝
鮮
へ
の
日
本
勢
力
の
拡
大
に
は
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
清
の
支
配
へ
の
牽
制
機
能
は
は
た
し
う

る
も
の
で
あ
り
、
ぎ
り
ぎ
り
の
所
で
、
従
来
と
っ
て
き
た
属
国
論
不
承
認
の
立
場
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
弁
法
八
ケ
条
の
提
議
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
巨
文
島
撤
退
へ
の
試
み
と
一
体
の
関
係
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
プ
ラ
ン
ケ
ヅ
ト
英
公
使
よ
り
四
月
二
〇
日
、
正
式
に
占
領
の
通
知
を
受
け
た
。
井
上
は
こ
れ
に
対
す
る
懸
念
を
表
明
し
た
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
へ
の
抗
議
や
撤
退
要
求
は
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
一
方
で
進
め
ら
れ
て
い
た
条
約
改
正
交
渉
で
イ
ギ
リ
ス
の
感
情
を
傷
つ
け
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

恐
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
既
述
の
よ
う
に
巨
文
島
よ
り
の
撤
退
は
日
本
の
強
い
望
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
日
本
は
、
朝
鮮
政
府
に
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

約
締
結
国
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
の
占
領
へ
の
不
承
認
の
意
志
を
示
す
策
に
出
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
弁
法
八
ヶ
条
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

提
議
に
お
い
て
も
同
時
に
清
に
対
し
て
撤
退
要
求
の
先
導
者
と
な
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
逆
鱗
に
ふ
れ
る
の
は
さ
け
つ
つ
清
を

使
っ
て
巨
文
島
か
ら
の
撤
退
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
天
津
で
の
交
渉
や
弁
法
八
ケ
条
に
見
ら
れ
た
他
力
主
義
的
な
方
針
を
こ
こ
に

も
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
清
に
対
す
る
、
弁
法
八
ケ
条
と
匝
文
島
撤
退
要
求
の
提
議
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
の
井
上
の
構
想
は
、
後
指
葛
藤
の
激
化

に
、
日
清
提
携
（
と
言
っ
て
も
主
な
危
険
負
担
者
は
清
だ
が
）
に
よ
る
中
立
地
帯
を
朝
鮮
を
中
心
に
作
る
こ
と
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
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た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
清
の
朝
鮮
へ
の
干
渉
の
積
極
的
な
支
持
は
こ
の
構
想
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
従
来
の
日
本
の
朝
鮮
政
策
は
日
清
対
抗
を
基
軸
と
す
る
枠
組
の
中
、
清
勢
力
の
排
除
を
中
心
的
な
倒
標
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
英
露
両
強
国
の
力
の
朝
鮮
へ
の
直
接
的
登
場
に
よ
る
危
機
と
い
う
新
た
な
情
勢
認
識
の
成
立
と
と
も
に
政
策
の
枠
組
は
墨

型
葛
藤
へ
の
対
応
を
基
軸
と
す
る
も
の
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
日
清
対
抗
の
位
置
は
従
属
変
数
的
な
も
の
に
変
化
し
、
英
露
両

勢
力
（
特
に
後
毒
の
朝
鮮
へ
の
浸
透
阻
止
と
い
う
目
標
の
た
め
に
清
勢
力
の
拡
大
へ
の
積
極
的
支
持
と
い
う
従
来
と
は
正
反
対
な
も
の
に
朝
鮮

政
策
は
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

　
井
上
の
訓
令
を
受
け
た
榎
本
と
李
の
間
で
七
月
二
日
よ
り
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
交
渉
は
順
調
に
進
む
か
に
見
え
た
が
、
九
日
に
な
っ
て
李
が

態
度
を
急
変
し
拒
否
的
姿
勢
に
出
た
の
で
交
渉
は
失
敗
し
た
。
李
の
拒
否
の
直
接
の
理
由
は
、
第
三
条
の
人
物
選
定
に
つ
い
て
李
・
井
上
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

交
渉
の
実
行
困
難
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
側
に
拒
否
権
を
留
保
す
る
こ
と
へ
の
不
承
諾
を
意
味
し
て
い
る
。
李
の
考
え
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
朝
鮮
に
お
け
る
揖
清
の
力
関
係
は
清
に
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
り
、
し
か
も
日
本
は
清
の
勢
力
拡
大
を
支
持
す
る
態
度
に
出

て
い
る
、
こ
の
際
清
が
独
自
に
朝
鮮
へ
の
介
入
を
強
化
し
て
も
日
本
の
反
対
は
予
想
さ
れ
な
い
、
そ
れ
な
ら
ば
あ
え
て
将
来
、
問
題
と
な
る
お

そ
れ
の
あ
る
拒
否
権
を
日
本
に
与
え
る
必
要
は
な
い
。

　
そ
し
て
更
に
李
の
拒
否
の
要
因
に
は
対
英
関
係
の
問
題
も
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
井
上
の
構
想
は
、
英
露
玉
に
日
清

朝
の
中
立
地
帯
を
主
に
清
の
危
険
負
担
で
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
と
の
提
携
に
向
か
っ
て
い
た
李
は
、
こ
う
し
た

構
想
に
は
当
然
賛
同
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
こ
の
時
期
、
清
英
関
係
は
一
段
と
密
接
に
な
り
つ
つ
あ
り
グ
ラ
ソ
ヴ
ィ
ル
英
外
相
は
オ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ナ
！
代
理
駐
清
公
使
に
両
国
関
係
の
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
指
示
す
る
訓
令
を
送
っ
て
い
た
。
そ
し
て
李
も
巨
文
島
に
関
す
る
日
本
の
提
議
に
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

じ
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
撤
兵
を
図
ろ
う
と
す
る
日
本
側
の
動
き
を
イ
ギ
リ
ス
に
暴
露
し
、
日
本
政
府
を
窮
地
に
追
い
こ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

結
局
、
清
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
調
を
重
視
し
な
が
ら
後
述
す
る
よ
う
に
独
自
に
朝
鮮
へ
の
介
入
を
強
め
て
い
く
方
針
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
提
案
の
第
三
条
に
対
す
る
李
の
拒
否
を
伝
え
る
七
月
一
一
日
発
の
榎
本
の
電
報
に
対
し
井
上
は
一
五
日
付
で
返
電
（
機
密
三
二
号
）
を
送
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⑯つ
た
。
そ
の
中
で
井
上
は
第
三
、
及
び
第
七
条
抜
き
の
協
定
は
、
実
益
が
な
い
の
み
な
ら
ず
清
の
属
国
論
を
承
認
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
し

て
提
議
の
撤
回
を
命
じ
る
と
と
も
に
「
此
上
ハ
我
二
二
テ
モ
朝
鮮
二
対
ス
ル
政
略
ヲ
一
変
シ
之
ヲ
放
任
シ
テ
自
然
ノ
成
行
ヲ
傍
観
ス
ル
ノ
外
致

方
無
之
」
と
し
た
。

　
こ
の
井
上
の
不
干
渉
方
針
は
、
日
本
独
力
で
非
軍
事
的
手
段
で
朝
鮮
内
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
を
失
っ
て
い
た
事
変
後
の
状
況
の
反
映
で

あ
っ
た
。
し
か
し
　
方
、
こ
の
ま
ま
事
態
を
放
任
す
る
こ
と
は
、
日
本
政
府
の
主
観
で
は
、
清
の
支
配
で
は
な
く
よ
り
脅
威
で
あ
る
列
強
（
特

に
・
シ
ア
）
の
朝
鮮
支
配
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
提
議
挫
折
後
の
日
本
外
交
は
い
か
な
る
対
応
を
と
ろ
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
一
つ
の
方
向
は
、
榎
本
の
七
月
三
一
日
付
の
井
上
宛
の
書
簡
（
本
章
註
⑳
）
が
示
す
も
の
で
あ
る
。
榎
本
の
考
え
は
「
我
ハ
平
日
点
在
テ
ハ
不

干
渉
主
義
を
執
り
な
が
ら
も
一
旦
有
事
之
日
ニ
ハ
朝
鮮
東
海
岸
中
継
蝿
取
テ
最
要
害
た
る
べ
き
土
地
唇
ハ
巨
済
島
之
如
き
を
占
拠
し
て
露
英
会

社
之
株
券
を
買
ふ
方
却
而
可
然
受
壷
候
就
て
は
朝
鮮
事
件
二
丁
余
リ
清
政
府
ト
相
謀
る
を
止
め
独
立
自
重
之
御
政
略
こ
そ
願
敷
候
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
即
ち
朝
鮮
を
め
ぐ
る
英
露
葛
藤
に
対
し
完
全
に
傍
観
主
義
の
立
場
を
と
り
、
そ
の
爆
発
も
朝
鮮
の
一
部
の
奪
取
な
ど
む
し
ろ
利

得
の
機
会
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
か
る
考
え
に
立
て
ば
清
と
接
近
し
て
の
爆
発
の
回
避
策
な
ど
は
と

る
べ
ぎ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

　
し
か
し
日
本
政
府
の
方
針
は
こ
れ
と
異
っ
て
い
た
。
井
上
は
先
の
訓
令
に
か
か
わ
ら
ず
完
全
な
放
任
主
義
を
と
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
大
鷺
君
帰
国
問
題
に
あ
ら
わ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
大
瓶
君
の
帰
国
は
李
の
朝
鮮
支
配
再
編
構
想
の
一
環
で
あ
っ
た
。
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

本
側
も
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
清
勢
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
れ
に
従
来
反
対
し
て
い
た
。
し
か
し
七
月
＝
二
欝
、
す
で
に
井
上
の
提
議

へ
の
李
の
拒
否
的
対
応
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
の
段
階
で
、
榎
本
は
李
に
対
し
二
院
君
帰
国
に
つ
い
て
の
日
本
の
支
持
を
明
ら
か
に
し
た
。
清

の
拒
否
権
不
承
認
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
政
府
は
清
の
朝
鮮
支
配
強
化
を
事
実
上
、
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
朝
鮮
の
ロ
シ
ア
へ
の

接
近
一
β
シ
ア
勢
力
の
浸
透
の
阻
止
、
列
強
へ
の
配
慮
が
日
本
の
対
曲
政
策
の
第
一
目
標
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
い
る
。
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こ
う
し
た
日
本
の
支
持
も
一
因
と
な
っ
て
か
北
京
政
府
も
九
月
つ
い
に
李
の
主
張
を
い
れ
大
聖
君
の
帰
国
を
許
可
し
た
（
『
田
』
下
、
二
一
～
三

〇
頁
）
。
そ
し
て
こ
の
後
、
朝
鮮
に
お
け
る
清
の
新
代
表
者
と
し
て
慨
世
凱
が
再
び
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
政
府
は
褒
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

前
任
者
の
陳
と
違
っ
て
強
力
に
朝
鮮
政
府
へ
の
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
こ
の
時
、
期
待
し
て
い
た
。
一
八
八
五
年
後
半
以
降
の
清
の
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
　
⑪

支
配
の
一
層
の
強
化
の
背
景
に
は
こ
う
し
た
日
本
側
の
動
向
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
右
の
動
き
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
日
本
政
府
が
、
清
へ
の
大
き
な
譲
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
属
国
論
の
公
的
承
認
は
行
っ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
独
立
論
の
建
前
や
天
津
条
約
の
相
互
事
前
通
告
に
よ
る
清
の
派
兵
へ
の
牽
制
は
依
然
留
保
さ
れ
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
そ
れ
を
て
こ
と
す
る
日
本
の
朝
鮮
へ
の
政
治
的
・
軍
事
的
侵
略
の
余
地
は
、
現
実
問
題
と
し
て
は
ま
す
ま
す
狭
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
以
上
、
本
章
で
は
巨
文
島
事
件
を
契
機
と
す
る
朝
鮮
政
策
の
枠
組
の
転
換
と
そ
の
具
体
的
展
開
を
見
た
。
新
し
い
枠
組
で
は
英
早
上
勢
ヵ
、

特
に
ロ
シ
ア
の
極
東
へ
の
浸
透
の
阻
止
が
政
策
決
定
の
基
本
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
枠
組
の
下
で
も
日
清
対
抗
は
依
然
、
存
続
す
る
が
、
従
属

変
数
的
意
味
を
持
つ
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
そ
し
て
極
東
に
列
強
の
圧
力
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
時
に
は
、
弁
法
八
ケ
条
と
そ
の
後
の
対
応
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
日
本
は
清
と
の
提
携
を
強
く
望
ん
だ
上
で
、
か
え
っ
て
朝
鮮
に
対
す
る
清
勢
力
の
強
化
を
求
め
る
政
策
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
の
枠
組
は
、
単
に
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
、
ま
た
長
期
的
な
も
の
と
す
れ
ば
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
展
望
を
示
す
こ
と
で
本
章
を
結
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　
政
策
の
枠
組
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
英
露
開
戦
の
危
機
は
一
八
八
五
年
五
月
に
は
当
面
解
消
し
て
い
た
。
そ
し
て
巨
文
島
の
占
領
も
一
八
八

七
年
初
め
に
は
終
了
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
右
に
述
べ
た
政
策
の
枠
組
は
変
化
せ
ず
、
少
な
く
と
も
第
一
次
山
県
内
閣
期
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

維
持
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
山
県
の
有
名
な
意
見
書
で
あ
る
外
交
政
略
論
（
一
八
九
〇
年
三
月
）
を
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。

　
極
東
に
お
け
る
里
馬
の
葛
藤
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
と
カ
ナ
ダ
鉄
道
の
建
設
事
業
で
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
焦
点
と
な
っ
て
い
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る
の
は
朝
鮮
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
は
ロ
シ
ア
に
対
し
自
ら
の
「
利
益
線
」
で
あ
る
朝
鮮
の
「
独
立
」
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

の
が
、
こ
の
意
見
書
の
極
東
情
勢
認
識
と
政
策
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
巨
文
島
事
件
時
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　
こ
の
課
題
達
成
の
た
め
山
県
が
主
張
す
る
外
交
政
策
は
、
日
清
英
独
四
ケ
国
に
よ
る
朝
鮮
永
久
中
立
化
条
約
の
締
結
、
即
ち
四
ケ
国
に
よ
る

上
露
抑
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
立
化
政
策
は
対
隅
関
係
の
点
よ
り
見
れ
ば
、
そ
れ
が
日
清
両
国
の
「
共
同
保
護
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
対
清
提
携
政
策
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
嚢
が
駐
在
し
清
が
大
き
な
力
を
ふ
る
っ
て
い
る
一
八
九
〇
年
の

段
階
で
現
状
を
凍
結
し
中
立
化
条
約
を
結
ぶ
こ
と
は
、
清
の
支
配
の
よ
り
一
層
の
強
化
一
属
国
化
は
不
可
能
に
す
る
が
、
す
で
に
清
が
獲
得
し

た
巨
大
な
勢
力
は
容
認
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
自
身
の
朝
鮮
支
配
の
点
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
中
立
化
は
そ
の
断
念
を
意
味

す
る
。
不
都
合
と
考
え
る
国
の
朝
鮮
支
配
を
阻
止
す
る
た
め
に
自
ら
の
侵
略
の
欲
望
は
封
印
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
建
設
の
開
始
と
い
う
ロ
シ
ア
へ
の
不
安
の
高
ま
り
の
下
、
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
支
配
を
阻
止
す
る
た
め
、
清
の
緩
い
朝
鮮
支
配
を
容
認
し
た
上

で
日
清
提
携
を
行
お
う
と
い
う
こ
の
政
策
も
、
弁
法
八
ヶ
条
の
提
議
と
そ
の
後
の
政
策
と
基
本
的
に
同
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ

う
（
た
だ
し
清
英
接
近
の
明
白
化
と
い
う
状
況
の
下
で
か
つ
て
の
英
露
等
距
離
政
策
か
ら
は
る
か
に
イ
ギ
リ
ス
よ
り
の
も
の
に
変
化
し
て
い
る
点
、
及
び
朝
鮮

「
独
立
」
維
持
の
た
め
に
日
本
自
身
の
軍
事
力
の
行
使
が
決
意
さ
れ
て
い
る
点
は
異
な
っ
て
い
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
陸
軍
の
巨
頭
で
も
あ
る
山
県
の
朝
鮮
政
策
の
枠
組
も
伊
藤
・
井
上
の
そ
れ
と
基
本
的
に
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
巨
文
島
事
件
を
画
期
と
す
る

政
策
の
枠
組
の
転
換
は
け
っ
し
て
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
第
一
次
山
県
内
閣
期
ま
で
日
本
の
朝
鮮
政
策
を
規
定
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

①
代
表
的
な
も
の
は
中
塚
前
掲
書
、
五
二
、
三
頁
。
こ
う
し
た
見
解
が
通
説
的
位

　
置
を
し
め
て
い
る
こ
と
は
以
下
よ
り
伺
わ
れ
よ
う
。
日
清
戦
争
以
降
の
日
朝
関
係

史
の
最
新
の
精
緻
な
通
史
的
研
究
で
あ
る
森
山
茂
徳
『
近
代
日
韓
関
係
史
研
究
』

　
（
一
九
八
七
・
東
京
大
学
出
版
会
）
は
日
清
戦
争
の
前
史
を
概
観
す
る
中
で
、
天

　
津
条
約
以
後
、
日
本
は
清
の
「
宗
主
権
」
強
化
政
策
に
対
抗
し
軍
拡
に
専
念
し
た

と
し
て
い
る
（
一
二
、
三
頁
）
。
ま
た
明
治
前
期
政
治
史
の
最
新
の
通
史
で
、
朝

鮮
政
策
に
つ
い
て
も
新
た
な
論
点
を
示
し
て
い
る
前
掲
『
日
本
歴
史
大
系
』
4
（
坂

野
潤
治
氏
執
筆
分
）
は
、
朝
鮮
内
の
親
日
政
権
を
通
し
て
日
朝
関
係
の
緊
密
化
を

図
ろ
う
と
す
る
…
入
八
○
年
以
降
の
政
策
は
天
津
条
約
で
後
退
し
「
段
本
の
朝
鮮

進
嵐
に
残
さ
れ
た
道
は
、
軍
事
力
を
強
化
し
て
清
国
を
打
ち
破
り
、
朝
鮮
を
日
本
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だ
け
の
影
響
下
に
お
く
こ
と
」
と
な
り
そ
れ
が
建
清
戦
争
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る

　
（
六
〇
四
百
ハ
）
。

②
　
た
だ
し
森
山
前
掲
書
は
弁
法
八
ケ
条
に
ふ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
「
朝
鮮
政
府
内

　
で
の
親
日
的
な
近
代
化
政
策
推
進
派
」
目
金
轡
集
・
金
三
王
・
魚
允
中
ら
の
登
矯

　
を
め
ざ
す
も
の
で
、
日
清
戦
争
覇
戦
時
の
日
本
の
日
清
共
同
内
政
改
革
案
に
つ
ら

　
な
る
も
の
と
し
て
い
る
（
｝
三
頁
）
。
し
か
し
金
ら
所
謂
、
穏
健
開
化
派
の
外
交
路

　
線
は
こ
の
時
、
古
塁
的
な
も
の
で
あ
り
親
日
的
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
こ
と
、

　
弁
法
八
ケ
条
は
単
な
る
日
清
共
同
監
督
で
は
な
く
清
の
優
位
を
認
め
た
上
で
の
そ

　
れ
で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
て
い
な
い
こ
と
よ
り
、
こ
の
見
解
は
妥
当
で
は
な
い
。

③
な
お
こ
の
見
解
は
、
こ
の
時
期
の
軍
備
政
策
の
評
価
に
つ
い
て
も
不
適
切
で
あ

　
る
（
終
章
参
照
）
。

④
　
「
（
朝
服
路
霜
［
約
間
題
よ
り
後
の
）
日
本
の
朝
鮮
政
策
は
、
こ
の
朝
鮮
…
弁
法
八
力
条
｝

　
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
清
国
に
譲
歩
し
な
が
ら
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
の
地
位
だ
け

　
は
維
持
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
（
山
辺
『
日
韓
併
合
小
史
』
、
七
八
頁
）
。

　
前
掲
『
日
本
外
交
史
』
1
（
藤
村
氏
執
筆
分
）
、
一
三
二
、
三
頁
。

⑤
な
お
『
日
本
外
交
史
』
1
（
藤
村
氏
執
筆
）
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
し

　
た
説
明
は
行
っ
て
い
な
い
が
「
日
本
政
府
の
ア
ジ
ア
政
策
は
、
す
く
な
く
と
も
、

　
対
清
軍
備
が
完
成
す
る
ま
で
は
清
国
と
協
調
を
た
も
ち
つ
つ
、
朝
鮮
の
独
立
を
達

　
成
し
よ
う
と
い
う
、
二
重
の
目
的
を
有
し
て
い
た
」
（
＝
一
七
頁
）
と
い
う
壬
午
纂

　
変
後
の
日
本
外
交
に
つ
い
て
の
記
述
や
「
甲
申
政
変
に
た
い
し
て
も
、
雨
露
問
の

　
争
覇
に
よ
る
〈
朝
鮮
醐
分
割
〉
の
危
機
に
際
し
て
も
、
軍
備
が
ま
だ
充
足
し
て
い

　
な
い
た
め
、
積
極
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
」
（
＝
曇
二
頁
）
と

　
い
う
文
よ
り
、
対
清
協
調
政
策
を
燃
費
対
決
を
覚
悟
し
た
上
で
の
一
時
的
な
後
退

　
戦
術
と
把
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
推
定
さ
れ
る
が
、
無
論
断
定
で
き
な
い
。

　
し
か
し
藤
村
氏
自
身
の
見
解
で
あ
る
か
は
瀦
と
し
て
右
の
よ
う
な
把
握
は
有
力
な

　
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
本
稿
で
明
ら
か

　
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑥
朝
鮮
問
題
に
か
か
わ
る
清
の
対
露
不
安
に
つ
い
て
は
原
田
環
「
朝
・
中
「
両
戴

　
体
制
」
成
立
前
史
」
（
飯
沼
二
郎
・
姜
在
彦
編
『
近
代
朝
鮮
の
社
会
と
思
想
』
・
一

　
九
八
一
・
未
来
社
）
、
参
照
。

⑦
　
一
八
八
五
年
二
月
二
七
日
俘
藤
・
徐
公
使
会
談
（
『
光
緒
』
七
、
踊
・
附
件
7
、

　
一
八
丁
）
。

⑧
　
一
八
八
五
年
一
月
朝
鮮
の
謝
意
表
明
使
節
の
一
員
と
し
て
来
日
し
た
メ
ル
レ
ソ

　
ド
ル
フ
が
駐
日
ロ
シ
ア
公
使
と
接
触
し
て
い
る
こ
と
を
日
本
政
府
は
知
っ
て
い
た

　
が
そ
れ
を
重
大
視
し
て
い
な
か
っ
た
（
℃
ご
巳
6
菖
8
0
深
雪
く
韓
①
劉
ρ
逡
・
。
。
o
・

　
ω
・
同
◎
◎
Q
。
α
・
切
O
・
心
0
・
＜
o
把
認
り
）
。
ま
た
二
月
の
ス
ペ
ー
ア
ロ
シ
ア
書
記
官
の
訪
朝

　
の
重
要
性
も
君
過
し
て
い
た
（
『
田
』
下
、
八
頁
）
。
逆
軍
へ
の
撤
退
要
求
は
朝
鮮

　
政
府
内
の
対
露
接
近
の
動
き
を
知
り
な
が
ら
も
あ
え
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

　
の
で
あ
る
。

⑨
　
日
本
側
は
教
官
に
ア
メ
リ
カ
人
を
望
ん
だ
が
、
朝
鮮
に
そ
れ
を
し
い
る
影
響
力

　
は
な
く
、
朝
鮮
軍
創
設
が
決
ま
っ
て
も
教
官
は
何
国
人
と
な
る
か
未
知
数
で
あ
っ

　
た
。
そ
し
て
朝
鮮
国
王
は
対
露
接
近
政
策
の
一
環
と
し
て
ロ
シ
ア
顧
問
を
い
れ
よ

　
う
と
秘
密
裏
に
工
作
を
進
め
て
い
た
（
『
田
』
下
、
八
、
九
頁
）
、

⑩
　
大
山
梓
編
『
山
県
有
朋
意
見
書
』
・
～
九
六
六
・
原
書
房
、
所
収
。

⑪
巨
文
島
菰
件
に
つ
い
て
は
、
占
拠
か
ら
撤
退
ま
で
の
全
過
程
を
扱
っ
た
安
夢
弼

　
「
イ
ギ
リ
ス
の
巨
文
島
占
領
事
件
（
お
。
。
㎝
～
ド
。
。
。
。
刈
）
」
（
『
経
済
論
集
』
2
6
〔
大
東
文

　
化
大
〕
・
一
九
七
七
）
、
一
八
八
六
年
か
ら
撤
退
ま
で
露
清
関
係
を
中
心
に
分
析
し

　
た
佐
々
木
揚
「
日
清
戦
争
前
の
頼
鮮
を
め
ぐ
る
露
清
関
係
」
（
『
佐
賀
大
学
教
育
学

　
部
研
究
論
文
集
』
2
8
－
1
、
　
一
九
八
○
）
、
溝
の
対
応
を
中
心
と
し
た
も
の
に
は

　
朴
日
根
「
巨
文
島
事
件
と
李
鴻
章
の
朝
鮮
政
策
」
（
『
韓
』
踊
・
一
九
八
七
）
・
林
前

　
掲
書
、
二
九
三
～
二
九
八
頁
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
動
き
を
中
心
に
し
た
も
の
に
は

　
囚
貯
ヨ
p
コ
前
掲
書
。
｝
峯
讐
窪
×
磨
り
な
ど
が
あ
る
。

⑫
一
八
八
五
年
六
月
一
〇
日
付
榎
本
宛
井
上
訓
令
（
『
目
本
外
交
文
書
明
治
年
間

　
追
補
餓
瓢
冊
』
、
以
下
『
外
交
』
、
三
五
六
～
三
五
八
頁
）
。
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一八八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

⑬
　
四
月
後
半
、
井
上
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
、
開
戦
と
な
れ
ば
日
本
の
立
場
は
困
難

　
と
な
る
の
で
、
英
露
の
平
和
を
強
く
望
む
旨
を
語
っ
て
い
る
（
℃
貯
三
（
o
茸
8

　
Ω
茜
冨
く
三
①
Z
o
．
憲
ピ
さ
。
『
．
鼻
．
蕊
Q
。
α
．
聞
○
・
ホ
．
＜
o
戸
ω
口
ゆ
）
が
、
そ
の
困
難
の

　
一
つ
は
こ
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑭
右
の
対
話
で
井
上
は
最
近
の
西
洋
列
強
の
併
合
主
義
の
動
き
は
日
本
に
大
き
な

　
不
安
を
与
え
て
い
る
と
も
語
っ
て
い
た
。
そ
し
て
井
上
は
五
島
列
島
が
ロ
シ
ア
な

　
ど
の
列
強
に
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

　
は
見
た
（
前
註
）
。
ま
た
巨
文
島
事
件
発
生
の
頃
あ
る
日
本
の
有
力
官
僚
が
、
日

　
本
は
全
力
で
対
馬
を
守
る
旨
を
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
語
っ
た
（
勺
ζ
詩
。
陣
8

　
0
冨
P
＜
≡
O
翼
ρ
一
〇
Q
Q
」
①
．
躰
．
一
Q
◎
○
○
α
．
団
ρ
ま
．
＜
O
一
．
ω
じ
。
り
）
と
い
う
が
、
こ
れ

　
も
こ
う
し
た
不
安
感
の
高
ま
り
を
示
し
て
い
よ
う
。

⑯
勺
ぎ
詩
。
津
ε
Ω
鎚
コ
託
団
①
劉
ρ
δ
ゼ
リ
．
県
ド
。
。
。
。
9
周
○
．
心
①
．
＜
。
戸
認
P

⑯
一
八
八
五
年
四
月
二
七
日
付
井
上
宛
榎
本
報
告
（
『
目
脂
』
、
四
二
九
頁
）
。

⑰
た
だ
し
四
月
一
二
日
の
会
談
で
伊
藤
が
、
巨
文
島
が
占
拠
さ
れ
た
ら
日
本
は
国

　
力
を
つ
く
し
「
防
禦
」
す
る
と
述
べ
て
い
る
部
分
が
あ
る
（
『
目
韓
』
、
三
七
八
頁
）
。

　
し
か
し
こ
れ
は
実
際
に
占
拠
発
生
後
の
日
本
政
府
の
対
応
と
ま
っ
た
く
矛
盾
す
る

　
し
、
会
談
で
の
他
の
伊
藤
の
発
言
と
も
ず
れ
て
い
る
の
で
、
伊
藤
の
真
意
と
は
思

　
わ
れ
な
い
。

⑱
安
前
掲
論
文
、
一
〇
二
頁
。

⑲
Q
O
o
p
自
8
9
葺
く
ε
Φ
閉
。
し
¶
。
。
幽
b
。
O
．
幽
．
お
。
。
α
．
蜀
ρ
塁
く
。
ド
㊤
。
。
ρ

⑳
　
一
八
八
五
年
七
月
三
一
日
付
井
上
宛
榎
本
書
簡
（
前
掲
『
井
上
文
書
』
）
。
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
た
政
策
の
支
持
者
に
は
近
藤
特
別
代
理
駐
朝
公
使
が
い
た
（
『
中
日
韓
』
0
1
附
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
1
、
一
八
六
六
、
七
頁
）
。

⑳
　
一
八
八
五
年
五
月
六
日
付
井
上
宛
榎
本
報
告
（
『
日
韓
』
、
四
四
六
、
七
頁
）
。

⑫
　
同
右
。

㊥
　
こ
の
時
の
近
藤
の
報
告
は
、
伊
藤
博
文
編
『
秘
書
類
聚
・
朝
鮮
交
渉
資
料
』
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
一
九
七
〇
復
刊
・
原
書
房
）
、
一
二
四
～
六
頁
・
『
中
日
韓
』
0
0
・
附
件
2
・
3
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
一
八
四
七
～
一
八
五
〇
頁
、
所
収
。

⑳
　
な
お
こ
の
時
ロ
シ
ア
に
朝
鮮
侵
略
の
能
力
・
意
図
が
実
際
に
あ
っ
た
か
が
問
題

　
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
田
保
橋
氏
が
、
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
支
配
の
意

　
図
の
存
在
を
否
定
す
る
と
と
も
に
当
隠
の
ロ
シ
ア
極
東
儒
4
主
事
力
は
弱
体
で
清
軍
に

　
対
抗
で
き
る
も
の
で
は
な
く
そ
の
強
化
は
ま
っ
た
く
日
清
戦
争
の
結
果
で
あ
る
と

　
指
摘
し
て
い
る
（
『
国
』
下
、
三
七
、
八
頁
）
。
満
州
事
変
後
の
対
ソ
脅
威
論
の
虚

　
妄
の
指
摘
に
通
ず
る
か
の
よ
う
な
こ
の
見
解
は
、
戦
後
の
研
究
に
お
い
て
も
多
く

　
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
（
佐
々
木
揚
二
八
八
○
年
代
に
お
け
る
露
朝
関
係
」
、
『
韓
』

　
期
・
一
九
入
七
・
〉
．
冒
巴
。
N
⑦
旨
。
険
、
、
菊
話
・
。
貯
昌
悔
碧
国
舘
8
ヨ
勺
。
一
一
。
賓
一
。
。
。
。
一
－

　
這
O
蒔
二
菊
①
℃
『
貯
＄
α
H
㊤
謡
．
O
o
＄
σ
Q
O
P
じ
⇔
O
O
訴
▼
や
b
。
O
I
ω
④
）
。
つ
ま
り
ロ
シ
ア

　
の
出
先
官
憲
の
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
当
事
的
言
動
は
存
在
し
朝
鮮
国
王
の
ロ
シ
ア

　
へ
の
接
近
の
試
み
も
存
在
し
て
い
る
が
、
日
本
側
が
当
時
、
お
そ
れ
て
い
た
よ
う

　
な
南
下
の
意
図
や
能
力
を
ロ
シ
ア
政
府
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で

　
あ
る
。

⑳
　
『
外
文
』
、
三
五
二
～
三
六
一
頁
。
な
お
井
上
・
徐
会
談
の
日
付
は
同
書
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
六
月
一
五
日
だ
が
、
『
中
日
韓
』
0
0
・
附
件
1
で
は
五
日
と
し
て
お
り
（
一
八
四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
頁
）
、
こ
れ
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
『
外
文
』
、
三
五
九
、
六
〇
・
三
八
○
、
　
＝
員
。

⑳
　
弁
法
八
ケ
条
の
こ
う
し
た
性
格
は
、
こ
れ
へ
の
以
下
の
榎
本
の
批
判
よ
り
明
瞭

　
と
な
る
。
「
（
清
が
日
本
の
提
案
を
拒
み
英
と
の
提
携
に
向
か
う
の
は
）
偏
れ
畢
覧

　
日
本
ト
ノ
ミ
合
力
す
る
も
未
だ
英
也
露
也
を
防
禦
す
る
に
足
る
の
見
込
無
之
に
坐

　
す
べ
し
況
や
日
本
之
政
略
ハ
危
急
之
秋
ユ
至
り
テ
真
二
実
力
ヲ
以
て
共
同
利
益
を

　
保
護
す
べ
き
哉
否
を
洞
観
す
る
能
ハ
ざ
る
に
於
て
を
や
ト
託
言
以
為
ら
く
是
れ
至

　
極
冠
容
儀
也
」
（
本
章
註
⑳
榎
本
鎖
題
）
。

⑱
勺
冨
コ
ξ
淳
8
Ω
舞
嵩
く
筥
③
客
。
」
O
ρ
卜
。
ω
．
亟
」
。
。
。
。
伊
局
○
．
心
0
9
＜
。
r
認
㊤
．

⑳
　
『
外
文
』
、
三
五
八
、
九
頁
。

　
　
　
　
　
　
ユ

⑳
『
中
日
韓
』
0
0
・
附
件
1
0
、
一
八
四
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
1
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⑳
本
章
註
⑳
。

⑫
　
『
外
文
』
、
三
八
一
～
三
八
三
頁
。

⑯
Ω
冨
＝
＜
ε
O
け
O
Q
O
9
δ
村
翼
9
旨
9
b
ρ
N
α
．
H
Q
σ
Q
o
伊
蜀
ρ
H
N
＜
O
ド
㊤
謡
．
ま

　
た
大
阪
事
件
の
処
理
が
日
清
間
の
外
交
問
題
と
な
っ
て
い
た
一
八
八
五
年
＝
一
月

　
中
旬
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
公
使
は
、
個
人
の
資
格
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
日
本
が

　
清
と
開
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ロ
シ
ア
が
日
本
に
つ
く
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
は
清
側
に

　
加
わ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
暗
は
目
本
は
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
犠
牲
と
な
ろ
う
と
、

　
伊
藤
・
井
上
に
圧
力
を
加
え
て
い
た
（
℃
巨
鼻
①
陣
8
ω
巴
富
σ
霞
《
箸
ρ
b
。
窃
O
」
。
。
・

　
一
b
o
■
H
o
。
Q
。
9
男
ρ
幽
O
．
＜
o
ド
G
ゆ
ω
α
）
。

⑭
　
○
．
O
o
ぎ
婦
8
ω
巴
冨
び
ロ
繋
累
ρ
ω
ω
P
Q
。
α
ド
伊
嵩
為
」
Q
。
Q
。
切
．
悶
○
■
戯
8
’
＜
o
　

　
。
。
α
．
本
章
註
⑳
榎
本
書
簡
。

⑳
清
政
府
は
隠
文
島
占
領
正
当
化
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
が
望
ん
だ
清
英
協
定
に
は
応

　
じ
な
か
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
は
露
・
日
の
朝
鮮
侵
略
の

　
牽
欄
に
な
り
う
る
と
考
え
て
い
た
（
林
前
掲
書
、
三
九
四
、
五
頁
）
。
さ
ら
に
清

　
は
右
の
協
定
の
調
印
を
代
償
に
朝
鮮
の
保
全
（
H
昌
け
。
σ
q
口
け
図
）
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス

　
の
保
障
を
得
よ
う
と
と
し
た
（
Q
O
o
”
鶏
8
ω
鎮
お
σ
5
曙
ぼ
。
．
G
。
ω
捨
ド
8
ド
。
。
。
。
O

　
局
○
誌
8
。
＜
o
ド
繊
）
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
結

　
局
、
清
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
解
決
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
撤
去
に
向
け
て
動
ぎ
一

　
八
入
七
年
、
撤
去
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

⑳
　
『
外
交
』
、
三
八
三
～
三
八
六
頁
。
な
お
同
書
は
八
月
一
五
日
と
し
て
い
る
が
七

　
月
の
誤
り
。

⑳
　
勺
ξ
三
お
蓉
8
Q
っ
p
9
σ
舞
《
ぼ
9
卜
⊃
一
①
■
一
■
一
P
H
O
。
。
。
解
同
ρ
禽
・
＜
o
一
．
も
。
し
。
命

⑱
　
　
一
八
八
五
年
七
月
一
四
日
李
電
報
（
『
光
絡
』
八
、
謝
、
二
七
丁
）
。

⑳
　
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
と
の
会
談
で
井
上
は
、
朝
鮮
が
ロ
シ
ア
の
手
に
落
ち
る
の
を
防

　
ぐ
た
め
清
の
朝
鮮
統
過
現
を
強
め
る
こ
と
が
現
在
の
日
本
外
交
の
望
み
で
あ
る
と

　
語
っ
て
い
た
（
℃
ξ
三
ハ
。
雰
け
o
o
Q
巴
箆
）
ρ
毎
鷺
翼
9
卜
σ
O
㊤
、
舘
O
」
①
■
P
一
・
一
〇
・
H
g
。
Q
。
伊

　
悔
ρ
画
⑦
顧
く
。
一
．
ω
鍵
）
。

⑭
　
駐
清
公
使
更
迭
後
、
欧
州
よ
り
帰
国
す
る
青
木
周
蔵
繊
迎
え
の
た
め
北
京
に
再

　
び
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
榎
本
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
へ
の
一
一
月
一
〇
日
の
談
話

　
（
勺
ご
巳
（
①
窪
8
0
．
∩
o
き
戦
野
●
に
梱
一
Q
。
○
。
ゆ
〔
勺
ご
昌
一
お
寓
8
ω
巴
一
。
。
σ
∈
《
Z
ρ

　
鱒
ω
ら
。
・
嵩
・
置
・
お
。
。
α
・
ぎ
。
ざ
ω
霞
⑦
尉
○
・
臨
．
＜
o
ド
ω
ω
α
〕
）
。
榎
本
自
身
の
考
え
は

　
既
述
の
よ
う
に
こ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
か
か
る
発
言
は
井
上
の
榎
本
へ
の

　
指
示
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

⑪
裳
着
任
後
の
清
の
朝
鮮
支
配
の
強
化
に
つ
い
て
は
『
田
』
下
、
第
五
九
・
林
前

　
掲
書
、
第
二
篇
、
参
照
。

＠
　
前
掲
『
山
県
有
朋
意
見
書
』
、
所
収
。

㊥
外
交
政
略
論
に
つ
い
て
の
通
説
は
、
「
利
益
線
」
と
い
う
表
現
を
勢
力
圏
と
解

　
し
、
朝
鮮
勢
力
圏
化
を
国
是
と
し
て
そ
の
た
め
に
軍
拡
と
軍
国
主
義
教
育
の
必
要

　
を
主
張
す
る
極
め
て
侵
略
的
意
見
書
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
妥

　
当
で
は
な
い
。

　
　
第
～
に
「
利
益
線
」
を
勢
力
圏
と
解
す
る
こ
と
は
こ
の
意
見
書
の
眼
目
（
外
交

　
政
略
の
主
張
）
で
あ
る
朝
鮮
中
立
化
政
策
の
提
唱
と
矛
盾
し
成
り
立
た
な
い
。
「
利

　
益
線
」
と
は
「
隣
国
接
触
ノ
勢
我
戸
主
権
線
ノ
安
危
ト
緊
シ
ク
相
関
係
ス
ル
ノ
区

　
域
」
と
い
う
表
現
そ
の
ま
ま
に
不
都
合
な
国
に
支
配
さ
れ
る
の
を
不
利
と
す
る
地

　
域
と
い
う
こ
と
で
政
治
的
支
配
ま
で
含
む
も
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
国
の

　
進
路
は
そ
の
国
自
身
の
問
題
で
あ
り
他
国
が
規
制
す
る
の
は
明
ら
か
に
主
権
の
侵

　
犯
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
中
立
化
構
想
は
侵
略
政
策
で
あ
っ
た
。
し

　
か
し
そ
れ
は
日
清
戦
争
後
、
日
本
の
と
っ
た
朝
鮮
の
政
治
的
支
配
を
め
ざ
す
型
の

　
侵
略
政
策
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
不
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注

　
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
第
二
に
こ
れ
を
軍
拡
至
上
主
義
の
主
張
と
す
る
こ
と
も
一
面
的
で
あ
る
。
こ
こ

　
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
目
標
の
七
ケ
師
団
は
当
時
の
現
有
師
団
で
あ
り
、
山
県
の
軍

　
無
論
は
そ
の
質
的
充
実
に
と
ど
ま
る
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
山
県
は

　
こ
れ
を
今
後
二
十
数
年
聞
に
わ
た
る
目
標
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
山
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県
の
主
張
を
軍
拡
至
上
主
義
と
す
る
に
は
大
分
留
保
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
な
お
付
言
す
れ
ば
右
の
こ
と
は
山
県
が
軍
拡
抑
制
論
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
意
昧
し
て
は
い
な
い
。
二
十
数
年
悶
に
わ
た
る
現
有
師
団
の
充
実
と
い
う
山
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
主
張
も
こ
の
時
期
に
お
け
る
一
つ
の
積
極
的
な
軍
拡
論
で
は
あ
っ
た
。
注
意
す

べ
き
こ
と
は
こ
の
時
の
山
県
に
と
り
こ
れ
が
一
応
十
分
類
軍
拡
目
標
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
の
大
陸
下
家
化
を
目
標
と
し
な
い
こ
の
段
階
で

は
陸
軍
の
巨
頭
の
由
［
県
の
積
極
的
な
軍
拡
臼
標
も
こ
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
五
年
後
、
日
清
戦
争
の
後
、
大
陸
国
家

化
の
方
針
が
決
定
し
た
後
に
は
、
軍
拡
目
標
は
十
三
ケ
師
団
と
な
り
、
さ
ら
に
二

○
月
後
の
一
九
一
〇
年
に
は
十
九
ケ
師
団
も
抱
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
上
に
な
お
あ

と
六
ケ
師
団
を
増
や
す
こ
と
が
目
標
と
な
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
大
陸
国
家
化

方
針
の
決
定
・
大
陸
国
家
化
が
い
か
に
極
端
な
軍
備
の
拡
張
を
招
く
か
は
こ
れ
に

よ
り
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
し
て
膨
大
な
軍
備
は
財
政
・
経
済
に
重
い
負
担
を
与
え
、

戦
前
期
日
本
の
経
済
成
長
を
遅
ら
せ
、
国
民
生
活
を
厳
し
く
圧
迫
し
た
。
大
陸
国

家
化
は
道
義
的
に
悪
で
あ
る
と
と
も
に
愚
劣
な
選
択
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
山
県
の
外
交
・
軍
備
戦
略
の
変
遷
・
第
一
次
山
県
内
閣
の
対
朝
政
策
に
つ

い
て
は
、
外
交
政
略
論
の
よ
り
詳
細
な
分
析
を
含
め
て
鋼
稿
で
詳
細
に
展
開
す
る
。

終
章
　
日
清
戦
争
へ
の
道
を
め
ぐ
っ
て

一八八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

　
以
上
、
本
稿
は
一
八
八
○
年
代
前
半
の
日
本
の
朝
鮮
政
策
の
展
開
を
検
討
し
た
。
終
章
で
は
、
こ
の
検
討
が
、
は
じ
め
に
で
述
べ
た
日
清
戦

争
の
不
可
避
性
と
い
う
問
題
に
対
し
て
い
か
な
る
意
味
を
持
ち
う
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
・

　
ま
ず
日
本
の
朝
鮮
政
策
の
性
格
に
つ
い
て
、
本
稿
の
検
討
を
ま
と
め
な
が
ら
、
そ
れ
が
日
清
戦
争
に
不
可
避
的
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た

か
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
時
期
、
日
本
の
権
力
集
団
内
部
に
は
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
二
つ
の
潮
流
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
内
、
壬
午
事
変
後
よ
り
甲
申
事
変
勃

発
ま
で
日
本
政
府
の
朝
鮮
政
策
を
支
配
し
て
い
た
の
は
、
井
上
・
伊
藤
ら
長
州
派
の
伯
集
団
の
潮
流
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
井
上
・
伊
藤
の

展
開
し
た
朝
鮮
政
策
は
、
清
の
属
国
論
は
認
め
ず
、
独
立
論
を
と
る
こ
と
で
日
本
勢
力
の
浸
透
を
図
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
清
と
の
決
定
的
対
立

に
陥
る
こ
と
は
避
け
よ
う
と
い
う
消
極
的
「
独
立
」
方
針
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
消
極
的
「
独
立
」
方
針
は
第
－
章
で
述
べ
た
よ
う

に
中
間
的
な
方
針
で
あ
り
、
そ
の
た
め
そ
の
具
体
的
展
開
は
、
甲
申
事
変
直
前
の
「
瀬
戸
際
政
策
」
か
ら
天
津
で
の
交
渉
に
お
け
る
相
互
不
派

兵
条
項
の
提
起
に
至
る
ま
で
、
豊
本
の
お
か
れ
て
い
た
立
場
の
強
弱
に
よ
り
、
大
き
な
幅
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
政
策
目
標
の
最
も
中
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心
的
部
分
は
、
朝
鮮
が
日
本
に
と
り
不
都
合
と
考
え
ら
れ
る
国
（
巨
文
島
事
件
以
前
は
清
、
以
後
は
ロ
シ
ア
）
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す

る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
相
互
不
派
兵
条
項
の
提
起
や
弁
法
八
ケ
条
の
よ
う
に
日
本
自
身
の
朝
鮮
侵
略
の
道
を
閉
ざ
し
た
り
、
困
難
に

し
た
り
す
る
よ
う
な
政
策
に
出
よ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
政
策
の
遂
行
に
あ
た
り
他
強
国
と
軍
事
的
葛
藤
が
生
じ
る
可
能
性
が

高
ま
っ
た
時
、
彼
ら
は
和
平
解
決
を
目
ざ
し
た
り
（
甲
申
事
変
処
理
）
、
危
険
負
担
を
他
に
負
わ
せ
よ
う
と
し
た
り
し
た
（
巨
文
島
事
件
後
の
英
霊
蕩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

藤
）
。
こ
の
こ
と
は
武
力
に
よ
っ
て
で
も
自
己
の
朝
鮮
政
策
を
積
極
的
に
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
る
志
向
が
彼
ら
に
弱
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

要
す
る
に
彼
ら
の
朝
鮮
政
策
は
、
そ
の
政
治
的
支
配
を
根
本
的
な
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
国
力
を
積
む
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
な
お
付
言
す
れ
ば
右
の
こ
と
は
井
上
・
伊
藤
が
朝
鮮
侵
略
の
志
向
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
見
込
の
あ
る
条
件
と
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
を
積
極
的
に
行
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
財
政
の
限
界
・
日
本
軍
備
の
状
況
・
清
軍
備
へ
の
高
い

評
価
・
列
強
の
動
向
へ
の
不
安
な
ど
の
諸
条
件
が
そ
れ
を
妨
げ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
そ
う
し
た
条
件
に
か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
侵
略
の
賭

に
出
る
ほ
ど
の
積
極
的
な
志
向
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
右
の
条
件
は
当
時
の
日
本
の
国
力
に
と
っ
て
短
期

的
に
変
え
う
る
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
基
づ
く
彼
ら
の
対
応
を
権
力
集
団
内
部
の
一
潮
流
と
し

て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
時
期
の
彼
ら
の
政
策
を
一
八
八
三
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
原
油
軍
拡
の
完
成
ま
で
の
一
時
的
後
退
戦
術
で
あ
り
長
期
的
戦
略
と
し
て

は
朝
鮮
侵
略
方
針
が
確
定
し
て
い
た
と
す
る
見
解
も
浮
か
ぶ
が
、
こ
れ
は
妥
当
で
は
な
い
。
第
一
に
、
第
且
・
巫
章
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
時

期
彼
ら
の
と
ろ
う
と
し
た
相
互
不
派
兵
条
項
や
弁
法
八
ケ
条
な
ど
の
「
後
退
戦
術
」
は
も
し
実
現
し
て
い
た
ら
一
時
的
な
も
の
と
し
て
後
に
変

更
す
る
の
は
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
「
後
退
戦
術
」
で
あ
る
な
ら
ば
こ
れ
以
後
、
対
清
軍
拡
に
全
力
が
注
が
れ
ね
ば
な
ら
な
い
筈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
あ
る
が
、
朝
鮮
で
の
日
本
勢
力
の
後
退
・
清
と
の
軍
拡
競
争
の
勝
利
の
困
難
が
予
想
さ
れ
て
い
る
中
で
、
現
実
に
井
上
・
伊
藤
が
と
ろ
う
と

し
た
軍
備
政
策
は
、
一
八
八
六
年
度
の
予
算
編
成
の
過
程
に
お
い
て
明
瞭
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
財
政
再
建
を
重
視
し
軍
事
費
を
削
減
す
る
た
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一入八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

め
の
軍
拡
の
抑
制
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
海
軍
に
つ
い
て
は
既
定
軍
拡
計
爾
一
1
「
当
時
定
額
」
内
の
遂
行
、
陸
軍
に
つ
い
て
は
七
夕
の
現
役
兵
を
二
万
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

軍
拡
計
画
自
体
の
根
本
的
改
変
を
必
要
と
す
る
徹
底
的
な
軍
縮
で
あ
っ
た
）
。

　
井
上
・
伊
藤
ら
に
対
し
清
と
対
決
し
て
も
朝
鮮
の
支
配
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
積
極
的
「
独
立
」
方
針
を
と
る
潮
流
も
権
力
集
団
内
に
存
在
し

て
い
た
。
そ
の
中
心
が
薩
派
、
就
中
そ
の
軍
部
で
あ
っ
た
。
明
治
十
四
年
政
変
以
降
、
政
局
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
長
州
派
は
朝
鮮
政
策
も

そ
の
管
掌
の
下
に
お
き
、
薩
派
の
発
言
権
は
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
甲
申
事
変
の
勃
発
と
敗
北
と
い
う
長
州
派
の
失
態
を
機
に
、
彼
ら

の
強
硬
な
主
張
が
噴
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
薩
長
対
抗
が
発
生
し
た
。
そ
し
て
福
沢
ら
好
戦
派
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
煽
動

に
よ
る
開
戦
論
の
高
ま
り
を
背
景
に
薩
派
の
主
戦
論
は
長
州
派
の
主
和
論
を
追
い
つ
め
た
。
し
か
し
こ
の
危
機
も
、
日
清
開
戦
の
回
避
を
望
む

イ
ギ
リ
ス
の
動
き
、
清
の
対
日
避
戦
方
針
に
助
け
ら
れ
た
伊
藤
特
使
に
よ
る
和
平
解
決
の
成
功
で
長
州
派
の
指
導
の
下
に
収
束
し
た
。
そ
し
て

以
後
、
朝
鮮
政
策
は
再
び
長
州
派
に
主
導
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
第
皿
章
の
最
後
に
述
べ
た
よ
う
に
少
な
く
と
も
第
一
次
山
県
内
閣

ま
で
、
朝
鮮
政
策
は
長
州
派
の
方
針
の
下
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
日
清
戦
争
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
武
断
的
な
朝
鮮
侵
略
方
針
は
、

明
治
政
府
に
と
っ
て
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
少
な
く
と
も
一
八
九
〇
年
ま
で
主
潮
流
で
も
な
か
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
臼
本
の
朝
鮮
政
策
の
性
格
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
こ
の
時
期
の
極
東
情
勢
で
あ
る
。
即
ち
朝
鮮
を
め

ぐ
る
列
強
の
圧
力
が
強
化
さ
れ
る
巨
文
島
事
件
以
後
、
極
東
に
お
け
る
帝
国
主
義
的
分
割
の
成
立
を
必
然
と
す
る
状
況
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か

が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
時
期
、
朝
鮮
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
は
三
層
の
構
造
を
な
し
て
い
た
。
第
一
層
は
、
朝
鮮
国
内
の
諸
勢
力
の
対
抗
、
第
二
層
は
、
朝
鮮
支

配
を
め
ぐ
る
日
清
の
対
抗
、
第
三
層
は
、
朝
鮮
を
焦
点
と
す
る
極
東
に
お
け
る
列
強
間
（
中
心
は
英
露
）
の
対
抗
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
層
の
内
部

及
び
相
互
間
の
作
用
・
反
作
用
と
し
て
朝
鮮
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
は
展
開
し
た
。
そ
し
て
巨
文
島
事
件
ま
で
は
第
三
層
の
存
在
は
潜
在
的
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
以
後
そ
れ
は
顕
在
化
し
、
事
態
は
よ
り
複
雑
と
な
っ
た
。
巨
文
島
事
件
後
の
第
二
・
三
層
の
状
況
を
本
稿
の
検
討
に
よ
り
整

63 （89エ）



探
す
れ
ば
、
第
二
層
に
お
け
る
清
の
優
位
と
第
三
層
の
素
首
対
抗
の
顕
在
化
を
背
景
と
し
て
の
清
英
関
係
の
密
接
化
（
た
だ
し
公
然
た
る
提
携
に

は
イ
ギ
リ
ス
の
躇
躇
の
た
め
至
ら
な
い
）
、
そ
し
て
日
本
の
英
露
に
対
す
る
中
立
（
内
心
は
ロ
シ
ア
を
よ
り
怖
れ
る
が
、
立
場
の
明
瞭
化
は
さ
け
る
）
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
巨
文
島
事
件
後
極
東
に
成
立
し
た
国
際
政
治
の
か
か
る
構
造
に
つ
い
て
右
に
述
べ
た
課
題
の
検
討
の
た
め
に
さ
ら
に
若
干
の
論
点
を
提
示
し

た
い
。

　
一
、
英
露
対
抗
の
性
絡
。
第
皿
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
巨
文
島
事
件
後
の
日
本
政
府
の
朝
鮮
政
策
を
基
本
的
に
規
定
し
た
の
が
こ
れ
へ

の
不
安
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
の
対
抗
は
そ
れ
ほ
ど
激
烈
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
に
列
強
相
互
の
対
抗
は
英
独
間
・
英
仏
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
ど
多
元
的
な
も
の
で
夕
露
間
の
そ
れ
が
こ
の
時
期
、
最
も
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
こ
の
時
期
の
極
東
に
お
け

る
英
露
対
抗
は
巨
文
島
事
件
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
か
ら
派
生
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
世
界
的
規
模
で
の
両
国
対
抗
の
一
環
で
あ
り

（
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
建
設
以
前
、
極
東
は
豚
シ
ァ
の
弱
い
環
）
、
極
東
（
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
）
を
利
権
の
対
象
と
し
そ
の
分
割
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
極
東
に
お
け
る
英
露
対
抗
は
、
中
国
自
体
が
分
割
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
英
露
対
立
が

列
強
間
対
立
の
中
心
的
位
置
を
し
め
た
日
露
戦
争
直
前
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
爆
発
を
不
可
避
な
も
の
と
考
え

る
こ
と
は
難
か
し
い
だ
ろ
う
。

　
二
、
巨
文
島
事
件
後
の
朝
鮮
問
題
凍
結
の
要
因
－
清
英
密
接
化
の
性
格
－
清
の
評
価
。
一
八
八
五
年
よ
り
日
清
戦
争
ま
で
朝
鮮
問
題
は
清
優

位
の
下
に
凍
結
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
時
極
東
で
圧
倒
的
力
を
持
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
が
ロ
シ
ア
へ
の
対
抗
の
た
め
清
を
支
持
し
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

鮮
の
現
状
維
持
を
望
ん
だ
の
で
か
か
る
凍
結
が
可
能
と
な
っ
た
と
す
る
の
が
有
力
な
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
の
意
向
の
側
面
の
み
を

強
調
し
、
清
の
力
の
過
小
評
価
に
つ
な
が
る
こ
う
し
た
見
解
は
一
面
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
洋
務
運
動
期
の
中
国
の
評
価
は
、
長
い
研
究
史
を
持
つ
複
雑
な
問
題
で
、
筆
者
の
容
怪
し
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
稿
の
課
題

と
関
連
す
る
の
で
一
八
八
○
年
代
前
半
の
清
の
外
交
政
策
と
軍
事
力
に
限
定
し
て
、
若
干
、
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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一八八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

　
こ
の
時
期
の
清
と
列
強
問
の
重
要
な
外
交
問
題
に
は
イ
リ
紛
争
と
清
仏
戦
争
が
あ
る
。
ヤ
コ
ブ
・
ベ
グ
の
「
反
乱
」
に
乗
じ
て
広
大
な
イ
リ

地
方
を
占
領
し
た
ロ
シ
ア
に
対
し
そ
の
返
還
を
め
ぐ
り
清
露
間
で
厳
し
い
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
八
一
年
に
成
立
し
た
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
条
約
は
償
金
と
係
争
地
の
一
部
割
譲
と
い
う
譲
歩
を
行
い
な
が
ら
も
約
十
年
間
占
拠
し
続
け
て
い
た
土
地
よ
り
ロ
シ
ア
の
退
去
の
約
束

を
獲
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
屈
辱
で
あ
る
よ
り
も
外
交
的
勝
利
と
見
る
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
清
は
こ
の
地
域
を
ヤ
コ
ブ
・
ベ
グ
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

権
の
打
倒
で
す
で
に
「
回
復
」
し
て
い
た
土
地
と
合
わ
せ
て
直
轄
支
配
地
域
と
し
て
い
っ
た
。
ま
た
清
仏
戦
争
も
清
が
「
多
大
な
屈
辱
を
あ
じ

わ
っ
て
敗
北
し
た
」
わ
け
で
は
な
く
、
清
の
南
洋
艦
隊
の
壊
滅
も
あ
れ
ば
、
ラ
ン
ソ
ン
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
大
敗
も
あ
る
と
い
う
よ
う

に
戦
闘
自
体
は
一
進
一
退
の
勝
敗
を
見
分
け
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
ア
ヘ
ン
戦
争
、
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
の
勝
利
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
東
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ジ
ア
に
お
い
て
初
め
て
体
験
し
た
「
勝
て
な
い
戦
争
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
○
年
代
前
半
の
清
の
国
権
拡
張
政
策
は
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
そ
れ
の
よ
う
に
結
果
と
し
て
失
敗
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
菓
ト
ル
キ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ン
や
朝
鮮
へ
の
そ
れ
の
よ
う
に
成
功
を
お
さ
め
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
イ
リ
紛
争
の
外
交
的
勝
利
の
背
景
に
は
係
争
地
で
ロ
シ
ア
軍
と
対
峙
し
た
左
宗
巣
の
軍
事
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
国
権
拡
張

政
策
の
背
後
に
は
清
の
軍
事
力
が
あ
っ
た
。
西
洋
列
強
が
陸
路
で
有
力
な
兵
力
を
極
東
に
派
遣
で
き
な
い
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
以
前
の
こ
の
段
階
に

お
い
て
、
清
と
列
強
と
の
軍
事
的
関
係
に
お
い
て
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
の
は
海
軍
で
あ
っ
た
。
そ
の
海
軍
に
つ
い
て
は
、
李
憲
章
の
北
洋
海

軍
の
建
設
が
一
八
八
○
年
代
本
格
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
八
九
〇
年
頃
に
は
極
東
水
域
に
お
い
て
列
強
海
軍
の
中
に
伍
し
う
る
も
の
に
ま

　
　
　
　
　
⑩

で
な
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
清
軍
事
力
の
強
化
に
よ
り
列
強
の
極
東
政
策
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
ロ
シ
ア
は
清
が
朝
鮮
を
属
国
化
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
た
し
（
そ
れ
は
極
東
露
呈
の
不
安
に
つ
な
が
ろ
う
）
、
そ
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
建
設
の
決
定
は
「
満
州
」
に
お
け
る
清
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

備
強
化
に
対
し
、
極
東
露
領
防
衛
の
意
図
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
（
明
ら
か
に
過
剰
防
衛
だ
が
）
。
清
の
軍
事
力
強
化
は
列
強
に
と
っ
て
も

極
菓
に
お
け
る
国
際
政
治
の
重
要
な
因
子
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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大
規
模
な
兵
力
派
遣
を
困
難
に
す
る
距
離
の
遠
さ
（
ト
ル
コ
と
の
比
較
）
と
か
な
り
の
経
済
力
の
上
に
一
定
の
政
治
的
結
集
を
と
げ
た
国
家
の

存
在
（
イ
ン
ド
と
の
比
較
）
と
い
う
条
件
を
持
つ
極
東
に
お
い
て
は
、
西
洋
列
強
は
極
東
諸
国
が
鎖
国
状
態
下
に
あ
っ
て
軍
事
技
術
の
絶
対
的
隔

差
が
存
在
し
て
い
る
段
階
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
大
規
模
で
は
な
い
軍
事
力
で
十
分
半
勝
利
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
中
国
や
日
本
が
一

度
、
西
洋
文
明
の
受
容
に
と
り
く
み
近
代
的
軍
事
力
創
出
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
し
た
後
で
は
、
そ
う
し
た
有
利
性
は
急
速
に
失
わ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
建
設
以
前
の
一
八
八
0
年
代
の
極
東
は
、
列
強
に
と
っ
て
軍
事
的
に
勝
つ
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
が
、
そ
の
た
め
の
負
担
が
経
済
的
・
政
治
的
に
極
め
て
莫
大
な
地
域
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
は
一
の
論
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
ふ
れ
た
よ
う
に
中
国
の
分
割
自
体
が
現
実
的
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
清
英
の
密
接
化
は
か
か
る
状
況
の

上
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
朝
鮮
問
題
の
凍
結
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
は
か
か
る
清
の
軍
事
力
強
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
巨
文
島
事
件
以
後
の
極
東
情
勢
に
つ
い
て
右
の
概
観
よ
り
評
価
す
る
と
、
一
、
英
露
対
立
が
顕
在
化
し
た
が
、
そ
の
破
裂
が
必
然
化
す
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ど
激
烈
な
も
の
で
は
な
く
、
二
、
極
東
二
国
（
中
国
・
日
本
）
の
列
強
に
対
す
る
対
抗
力
は
急
速
に
強
化
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

極
東
の
帝
国
主
義
的
分
割
を
不
可
避
的
に
導
く
よ
う
な
状
況
は
、
列
強
と
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
の
み
で
は
な
く
英
露
紺
抗
の
顕
在
化
と
い
う
状
況
は
第
皿
洗
で
述
べ
た
よ
う
に
、
か
え
っ
て
日
本
の
侵
略
衝
動
を
抑
制
す
る
効
果
さ
え
も

た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
日
清
・
日
露
の
両
戦
争
を
へ
て
日
本
は
大
陸
国
家
と
な
っ
た
。
こ
の
大
陸
国
家
化
の
過
程
と
結
果
に
よ
っ
て
大
陸
支
配
に
つ
い
て
の
利
益
集

団
（
軍
部
・
外
地
官
僚
・
外
地
関
連
産
業
等
々
）
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
大
陸
権
益
へ
の
執
着
が
国
民
意
識
の
中
に
刻
印
さ
れ
、
そ
れ
を
不
可
欠
と
、

す
る
政
治
・
経
済
の
構
造
が
成
立
し
た
。
こ
の
た
め
戦
前
期
に
お
い
て
日
本
に
と
り
大
陸
国
家
で
あ
る
こ
と
が
不
動
の
国
是
で
あ
り
、
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
国
民
意
識
が
広
く
根
づ
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
影
響
は
現
在
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
形
成
期
の
日
本
近
代
国
家
に
お
い
て
、
大
陸
国
家
化
が
、
藩
閥
政
府
の
下
に
お
い
て
も
根
本
的
外
交
方
針
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
国

際
情
勢
も
帝
国
主
義
国
か
（
半
）
植
民
地
か
の
二
者
択
一
を
迫
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
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清
戦
前
の
日
本
、
及
び
極
東
の
進
路
は
多
様
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
大
陸
国
家
化
と
帝
国
主
義
的
分
割
の
開
始

と
い
う
現
実
の
道
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
可
能
性
の
中
に
お
け
る
日
本
政
府
の
主
体
的
選
択
が
、
極
め
て
大
き
な
要

因
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
あ
る
局
面
に
お
け
る
決
断
の
契
機
の
持
つ
決
定
的
な
重
さ
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

一八八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）

①
　
な
お
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
消
極
的
「
独
立
」
方
針
は
、
本
来
、
矛
贋

　
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
清
側
が
強
硬
な
政
策
に
出
る
時
、
存
続
不
可
能
と
な
る

　
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
た
時
井
上
・
伊
藤
が
公
的

　
に
と
っ
た
対
応
は
、
天
津
で
の
交
渉
に
お
い
て
の
清
側
の
単
独
派
兵
権
の
主
張
へ

　
の
対
応
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
開
戦
を
賭
し
て
の
清
の
完
全
支
配
の
阻
止
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
井
上
の
私
的
志
向
に
つ
い
て
見
れ
ば
そ
れ
は
対
清
戦
回
避
を
あ
く
ま
で
重

　
視
し
て
の
不
干
渉
方
針
1
1
独
立
論
の
放
棄
、
で
あ
っ
た
（
前
掲
拙
稿
「
形
成
期
明

　
治
国
家
と
朝
鮮
問
題
」
第
H
章
一
節
参
照
）
。

②
伊
藤
が
朝
鮮
支
配
に
積
極
的
な
意
欲
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
野
瀬
和
起
「
甲
申

　
纂
変
の
研
究
e
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
8
2
・
一
九
七
七
一
1
）
、
　
一
四
二
、
三
・
一
四

　
八
百
ハ
。
ま
た
井
上
も
壬
午
事
変
後
の
対
朝
政
策
を
め
ぐ
る
閣
議
決
定
ま
で
は
朝
鮮

　
へ
の
勢
力
拡
大
に
積
極
的
に
努
め
て
い
た
（
壬
午
事
変
期
の
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て

　
は
別
稿
で
詳
述
す
る
）
。

③
主
戦
論
の
曲
説
軍
部
は
、
時
が
行
く
程
、
日
清
軍
事
比
は
清
に
有
利
と
な
る
と

　
し
た
（
樺
山
資
紀
・
高
島
鎗
之
助
建
言
〔
一
八
八
五
年
二
月
〕
『
三
条
家
文
書
』
〔
国

　
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
〕
書
類
、
5
1
1
2
1
）
。
ま
た
井
上
自
身
「
我
内
政
ヲ
整
頓

　
シ
力
支
那
ヲ
欄
ス
ル
ニ
余
リ
ア
ル
ノ
日
二
至
ル
ハ
固
ヨ
リ
容
易
ノ
業
ニ
ア
ラ
ス
」

　
（
一
八
八
四
年
＝
一
月
二
六
日
付
三
条
宛
書
簡
、
『
日
韓
』
、
一
〇
五
頁
）
と
見
て

　
い
た
。

④
　
～
八
八
五
年
一
〇
月
一
九
日
付
伊
藤
宛
井
上
書
簡
（
前
掲
『
伊
藤
文
書
』
1
、

　
2
4
1
卿
）
。
な
お
師
団
綱
へ
の
移
行
な
ど
軍
拡
政
策
は
一
八
八
五
年
以
降
も
着
々

　
と
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
壬
午
纂
変
後
の
計
画
の
遂
行
で
あ
っ
て
こ
の
時

　
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
問
題
は
こ
の
時
、
井
上
・
伊
藤
が
既
定
の
計
画

　
に
対
し
て
い
か
な
る
対
応
を
と
ろ
う
と
し
た
か
に
あ
り
、
そ
れ
は
捉
進
で
は
な
く

　
藤
葛
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
壬
午
事
変
以
後
の
軍
備
政
策
の
農
開
に
つ
い
て
は

　
陵
軍
軍
拡
を
中
心
に
こ
の
間
題
を
含
め
別
稿
で
展
開
す
る
。

⑤
こ
の
時
期
の
列
強
間
の
対
抗
の
変
遷
に
つ
い
て
は
岡
部
健
彦
「
世
界
政
策
と
国

　
際
関
係
」
（
『
岩
波
講
座
世
界
鷹
史
2
2
』
・
一
九
穴
九
）
・
江
口
朴
郎
『
帝
国
主
義
の

　
時
代
』
（
岩
波
需
店
・
一
九
六
九
）
第
二
章
、
等
参
照
。

⑥
芝
原
前
掲
書
、
四
四
一
～
四
四
四
頁
。
氏
の
主
張
は
高
村
直
助
茂
に
依
拠
さ
れ

　
る
（
「
爽
ア
ジ
ア
に
お
け
る
帝
国
主
義
」
、
前
掲
『
講
座
日
本
史
』
8
、
六
頁
、
値

　
し
高
村
氏
は
清
評
価
の
部
分
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
）
。

⑦
イ
リ
紛
争
と
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
条
約
の
評
価
に
つ
い
て
は
9
葺
U
U
雪
σ
q
（
韓
欝
y

　
．
≦
寒
き
自
U
首
一
〇
ヨ
ρ
2
0
く
①
憎
回
二
、
、
碧
δ
Ω
μ
言
。
器
ω
o
o
県
西
窪
島
℃
o
H
一
島
。
巴

　
ω
9
雪
8
園
・
鼠
。
毛
×
×
し
㊤
。
。
9
に
よ
る
。
な
お
現
在
に
つ
な
が
る
近
代
申
国

　
国
家
の
領
域
の
原
型
が
こ
の
時
期
の
清
の
ま
き
返
し
政
策
の
結
果
、
成
立
し
た
も

　
の
で
あ
る
こ
と
が
、
永
井
和
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
関
係
の
変
容
と
日
本
の

　
近
代
」
（
『
日
本
史
研
究
』
謝
、
　
　
九
八
六
一
9
）
、
　
一
二
〇
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い

　
る
。

⑧
　
清
仏
戦
争
の
経
過
に
つ
い
て
は
坂
野
正
高
前
掲
書
、
第
十
章
、
参
照
。
清
仏
間

　
の
講
和
条
約
（
天
津
条
約
）
で
清
は
ベ
ト
ナ
ム
の
宗
主
権
を
「
失
う
」
こ
と
に
な

　
つ
た
。
し
か
し
こ
の
条
約
は
戦
争
が
本
格
化
す
る
前
の
李
喪
章
・
プ
ル
ニ
エ
協
定

　
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、
戦
闘
の
本
格
化
は
フ
ラ
ン
ス
に
利
権
の
拡
大
を
も
た

　
ら
さ
な
か
っ
た
（
天
津
条
約
の
評
価
に
つ
い
て
は
ヒ
ピ
．
中
国
p
簿
日
き
、
、
目
霞
。
き
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g
。
邑
諸
き
審
』
営
ω
．
．
嵩
霞
く
碧
ユ
q
凱
く
。
鼠
曙
℃
話
。
・
ω
．
お
①
メ
℃
・
魅
。
O
鮒
ド
参

　
照
）
。
カ
ー
ナ
ン
は
、
清
仏
戦
争
で
黄
色
人
種
は
初
め
て
白
兵
戦
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
人
と
戦
い
、
遜
色
を
示
さ
な
か
っ
た
と
し
、
こ
れ
か
ら
目
清
戦
争
ま
で
の
一
〇
年

　
間
、
清
は
清
仏
戦
争
で
か
ち
え
た
軍
事
的
僑
用
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
、
と
評
価
し

　
て
い
る
（
室
①
巨
雪
前
掲
書
、
や
×
弘
。
。
窃
）
。

⑨
　
西
洋
列
強
の
圧
力
が
加
わ
っ
た
後
の
一
九
世
紀
中
後
期
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
展

　
開
に
つ
い
て
の
日
本
史
研
究
者
の
側
の
把
握
は
、
西
洋
列
強
に
よ
る
中
華
帝
国
の

　
侵
食
の
過
程
と
す
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
し
か
に
外
圧
到
来
前
の
東
ア
ジ

　
ア
に
中
国
を
頂
点
と
す
る
国
際
秩
序
が
存
在
し
、
そ
れ
が
一
九
世
紀
解
体
し
て
い

　
く
こ
と
は
甘
藷
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
掘
握
に
お
い
て
、
従
来
の
中
華
帝
国
へ
の

　
包
摂
は
近
代
的
な
支
配
関
係
と
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
必
ず
し
も
十
分
に

　
お
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
ヤ
コ
ブ
・
ベ
グ
政
権
を
単

　
に
イ
ギ
リ
ス
の
操
縦
の
対
象
と
し
て
し
か
把
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
中
国
周
辺
諸
民

　
族
の
独
自
な
動
き
を
把
え
る
視
座
の
欠
落
や
従
来
の
中
華
帝
国
体
制
的
あ
り
方
を

　
自
ら
否
定
し
周
辺
地
域
を
近
代
的
な
支
配
闘
係
に
く
み
こ
ん
で
行
こ
う
と
す
る
中

　
國
自
身
の
対
応
を
十
分
に
評
価
で
き
な
い
限
界
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
こ
の
隣
期
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
は
西
洋
列
強
の
侵
略
と
そ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
す

　
る
清
・
日
の
動
き
、
そ
し
て
中
国
周
辺
諸
民
族
の
動
き
（
そ
れ
は
中
華
帝
国
体
制

　
よ
り
の
離
脱
…
の
動
き
と
と
も
に
外
圧
へ
の
対
抗
の
た
め
に
む
し
ろ
中
調
帯
国
に
接

　
近
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
絡
む
複
合
的
な
も
の
で
あ
る
）
の
三
層
構
造
の
中
で
把

　
握
し
て
行
く
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
な
お
中
国
自
身
の
中
華
帝
国
体
制
の
否
定
・
周

　
芝
煮
民
族
の
動
き
を
視
野
に
入
れ
こ
の
時
期
の
東
ア
ジ
ア
像
の
枠
組
を
作
ろ
う
と

　
す
る
試
み
に
は
、
永
井
前
掲
論
文
が
あ
る
。

⑩
　
一
八
九
〇
年
九
月
日
本
海
軍
の
作
成
し
た
極
東
に
お
け
る
日
・
清
・
英
艦
隊
の

　
比
較
表
（
『
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
』
（
国
会
図
欝
館
憲
政
資
料
室
蔵
）
書
類
6
9
1
5
、

　
こ
れ
は
樺
山
海
相
の
海
軍
軍
拡
提
議
〔
同
6
9
1
3
〕
の
付
表
で
あ
る
）
よ
り
北
洋

　
艦
隊
と
中
国
派
遣
英
艦
隊
の
甲
鉄
艦
と
巡
航
艦
を
ぬ
き
出
し
比
較
す
る
と
表
の
よ

中国における清・英艦隊の

排水量（t）

睡輝陵騒遣

　
oo

?
鉄

窪
し
甲

8
億
航
艦

一
8，4eO

1，420

1，420

4，300

3，730

1，770

4，050

16，690

25，090

7，335

7，335

2，900

2，900

20，470

2，30e

2，30e

2，300

2，200

1，350

1，350

甲鉄艦

　計

巡航宏

量 11，800　1　16，69C

kN．1一　1　32，270　i　25，09C

※なお原表ではトン数との
みあり，いかなる数値かは

記載がないが，定遠の排水
量が7，335　tであることよ

り排水量と判断した。

う
に
な
る
。
こ
れ
よ
り
北
洋
艦
隊
は
極
東
に
お
い
て
英
艦
隊
と
伍
し
う
る
外
形
を

備
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
（
た
だ
し
英
艦
隊
に
太
平
洋
・
東
イ
ン
ド

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
艦
隊
を
加
え
れ
ば
そ
の
比
較
は
大
き
く
イ
ギ
リ
ス
側
に

傾
く
）
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
強
大
さ
は
、
艦
数
・
排
水
量
と
い
う
量
的
な
も
の
で
、
軍

艦
の
整
備
状
況
・
訓
練
・
幹
部
の
資
質
な
ど
の
質
的
側
面
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

日
清
戦
争
が
暴
露
し
た
よ
う
に
こ
れ
は
張
子
の
虎
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た

（
た
だ
し
こ
う
し
た
弱
体
性
は
一
貫
し
た
も
の
か
、
一
八
八
九
年
以
降
の
現
象
か

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
）
。
し
か
し
実
際
の
弱
体
性
は
戦
争
に
な
ら
な
け
れ
ば

判
ら
な
い
性
格
が
強
く
、
北
洋
艦
隊
の
量
的
強
大
さ
は
平
時
に
お
い
て
は
十
分
、

威
圧
力
と
し
て
機
能
し
え
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
も
う
一
つ
の
有
力
列
強
で
あ
る
ロ
シ
ア
の
極
論
海
軍
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

一
入
入
四
年
末
で
地
中
海
等
か
ら
回
航
可
能
な
も
の
を
含
め
て
よ
う
や
く
フ
リ
ー

ゲ
ー
ト
艦
三
隻
・
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
六
隻
・
輸
送
艦
五
隻
で
あ
っ
た
（
佐
々
木
前
掲

「
一
八
八
○
年
代
に
お
け
る
露
朝
関
係
」
、
註
㊥
）
。
翌
年
に
北
洋
艦
隊
に
甲
鉄
艦
、

定
遠
・
鎮
遠
が
加
わ
る
こ
と
を
考
え
る
と
清
の
優
位
は
圧
倒
的
な
も
の
で
あ
ろ
う

（一

ｪ
八
四
年
の
北
洋
艦
隊
の
艦
数
・
船
名
は
包
囲
彫
『
中
国
海
軍
史
』
下
、
一

九
七
〇
・
台
北
・
集
成
図
書
公
司
、
八
五
四
頁
、
そ
の
性
能
は
、
｝
・
じ
菊
聖
≦
一
鵠
。
コ

．
．
Ω
臨
轟
．
昌
。
ω
＃
ロ
σ
Q
σ
q
一
〇
｛
9
累
9
く
巴
U
o
〈
⑦
一
〇
℃
曇
。
昌
漕
一
◎
。
ω
り
一
一
◎
。
り
α
、
、
国
霞
く
p
a

68　（896）



一八八○年代の朝鮮問題と国際政治（高橋）
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佐
々
木
前
掲
「
日
清
戦
争
前
の
朝
鮮
を
め
ぐ
る
露
朝
関
係
」
、
四
一
、
一
二
員
。

⑫
坂
野
正
高
前
掲
書
、
三
九
二
頁
。

⑬
戦
争
に
勝
ち
う
る
兵
力
派
遣
の
困
難
性
に
つ
い
て
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
公
使
は
グ
ラ

　
シ
ヴ
ィ
ル
外
相
宛
の
　
八
八
五
年
一
月
一
九
日
報
告
（
閃
O
．
A
①
。
＜
o
ド
器
8
署
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b
。
b
。
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の
中
で
以
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の
よ
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に
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。
H
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①
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＝
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巽
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け
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昏
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ω
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勺
9
く
窪
一
ω
9
ロ
ロ
α
8
0
8
ρ
ロ
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言
昏
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o
鼠
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。
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ぎ
漕

　
ぎ
屯
。
＜
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ぢ
｛
8
置
コ
σ
q
㌧
夢
鉾
夢
㊦
ω
一
〇
≦
器
・
・
ω
o
h
同
同
窪
9
冥
。
σ
q
『
①
。
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一
m

　
げ
。
ぎ
α
q
。
p
話
h
巳
ξ
’
く
鉱
σ
Q
9
ユ
び
《
夢
一
ω
Q
o
く
①
旨
ヨ
①
碧
い
碧
μ
α
夢
葺
夢
①
冤
母
。

　
雷
言
語
鳥
き
α
q
興
。
蕊
8
8
0
h
暮
馬
§
ミ
器
§
空
乱
届
出
（
、
童
ミ
ミ
ミ
§
§
§

　
G
き
熾
§
騎
ぎ
竃
嚇
§
¢
な
鳥
。
ミ
§
戚
琶
ミ
§
恥
§
翫
画
躇
。
ミ
℃
§
ミ
ミ
8
、
ミ
や

　
誉
§
器
象
§
無
ミ
ミ
陵
亀
き
早
瀬
ミ
ミ
簑
§
畏
＆
塁
恥
．
な
お
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
軍
の

　
ラ
ン
ソ
ン
で
の
大
敗
北
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

⑭
た
だ
し
清
英
密
接
化
と
い
っ
て
も
同
盟
の
よ
う
な
提
携
闘
係
が
存
在
し
た
わ
け

　
で
は
な
い
し
、
清
が
ロ
シ
ア
に
対
し
必
ず
し
も
敵
対
的
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い

　
（
清
は
ロ
シ
ア
を
警
戒
し
つ
つ
も
そ
れ
と
の
提
携
の
道
を
探
っ
て
い
た
〔
佐
々
木

　
前
章
註
⑪
論
文
、
第
二
章
〕
）
。
こ
の
こ
と
は
英
露
対
立
は
存
在
し
た
が
各
々
の
陣

　
営
の
旗
幟
を
鮮
明
と
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
激
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

　
示
し
て
い
よ
う
。

⑮
な
お
こ
の
対
抗
力
強
化
の
評
価
は
、
こ
れ
以
後
、
日
清
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
列

　
強
の
軍
事
的
侵
略
よ
り
清
は
免
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
主
張
ま
で
含
ん
で
い
る
も

　
の
で
は
な
い
。
領
有
制
を
完
全
に
解
体
し
た
日
本
の
よ
う
に
徹
底
し
た
社
会
変
革

　
を
ま
だ
行
っ
て
い
な
か
っ
た
中
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
力
の
強
化
の
見
通
し
は

　
た
て
に
く
く
、
多
く
の
要
因
に
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
軍
備
と
財
政

　
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
八
八
○
年
代
に
お
い
て
は
当
瞳
の
室
家
体
制
で
も

　
対
抗
力
た
り
う
る
軍
備
経
費
を
支
弁
し
え
て
い
た
が
、
軍
事
技
術
の
高
度
化
に
伴

　
う
財
政
負
担
の
膨
大
化
の
傾
向
に
対
し
、
当
時
の
政
治
的
結
集
度
の
ま
ま
で
は
ど

　
こ
ま
で
対
応
し
え
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
、
軍
事
技

　
術
の
発
展
、
普
及
の
速
度
・
列
強
の
極
東
へ
の
関
心
の
度
合
・
清
自
身
の
改
革
の

　
意
志
の
有
無
な
ど
極
め
て
多
様
な
要
因
の
中
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

　
て
、
一
八
八
○
年
代
に
お
い
て
将
来
の
破
綻
が
不
可
避
と
な
っ
た
と
す
る
の
は
困

　
難
で
あ
ろ
う
。

⑯
　
な
お
朝
鮮
国
内
の
近
代
化
の
努
力
の
帰
趨
如
何
の
問
題
も
極
東
情
勢
評
価
の
重

　
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
朝
鮮
史
研
究
者
よ
り
の
御
教
示
を
え
た

　
い
。〔
附
記
〕
　
本
稿
は
一
九
八
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研

究
A
）
を
使
用
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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The　Korean　Problems　and　lnternational　Politics　in　the

　　1880s：　the　Road　Leading　to　the　Sino－Japanese　War

by

Hidenao　Takahashi

　　With　the　Sino－Japanese　War，　Japan　got　a　foothold　on　the　Asia　continent

and　the　imperiaiist　states　began　to　divide　up　the　Far　East．　lt　is　commonly

accepted　that　this　Sino－Japanese　War　and　the　following　divlsion　was

unavoidable　under　the　circumstances　of　the　Korean　problems　from　the

エniddle　of　theユ880s；the　Japanese　goverlユment　had　decided　to　come　into

armed　conflict　with　the　Qing　court　and　the　great　Powers’　pressure　on

the　Far　East　had　been　intensified．　ln　this　article，　we　attempted　to

reconsider　this　common　view　by　examining　the　course　of　the　Korean

problems　in　the　first　half　of　the　1880月目　from　after　the　Jingo　lncldent　F［一

難事変，through　the　outbrea1〈of　the　Koshin　Incident甲申事変and　the

Tien－tsin　treaty天津条約，　to　the　Eight　Article　Korean　Doctorine朝鮮弁

法8ケ条following　the　Port　Hamilton　lncident巨文島事件．

　　As　a　rest？lt，　we　came　to　these　conclusions；　（1）　ln　those　days，　the

Korean　policy　of　the　Japanese　governrnent　was　not　unanimous．　lnstead，

the　leading　faction，　the　Choshu　clan，　which　included　Kaoru　lnoue，

Hirobumi　Ito，　Arito皿o　Yamagata　and　others，　did　not　choose　the　policy

of　armed　confiict　with　the　Qing．　（2）　ln　this　period，　both　China　and

Japan　had　strengthened　their　ability　to　oppose　the　great　Powers．

（，3）　Consequently，　in　this　period　there　were　no　circumstances　under

which　the　Sino－Japanese　War　and　the　imperialist　division　of　the　Far

East　were　unavoidab］e．　This　makes　it　clear　that　there　were　various

alternatives　in　Japanese　state　policies　before　the　Sino－Japanese　War，　and

it　shows　how　important　and　decisive　the　choice　of　the　Sino－Japanese

War　was．
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